如 手 県 多 文化 共生 推進 ブ プラン 


~ー わ かり 合い 、 高 め 合い 、 


と も に 築く 共生 の 国 い わ て 一 





と た が 
国籍 や 民族 等 \ の ちがい に か か わら ず 、 す べ て の 人 が お 互い の 
0 て き は いけ い 


文 化 的 背 太 や 考え 方 を 理解 し 、 地域 社会 を 支え る 主体 と し て 
と も に 生き る こと で す 。 


〇 What is a "multicultural society’? 
A multicultural society is the concept of a society where people understand 
each other 's cultural backgrounds and perspectives regardless of difterences 
in nationality and ethnicity, where everyone lives together and supports their 


local community. 


〇 仕 久 基 “ 多 文化 共生 ”? 
多 文化 共生 基 不 同国 籍 和 不 同 民 族 的 人 何 互 相 尊 重 対 方 的 文化 
背景 与 思 媒 方 式 , 作 訪 地 区 社会 的 主体 妖 現 共存 的 社会 形 恋 。 
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一 本 プラ ン に お ける 外国 人 県 民 等 と は 一 
| 外国 籍 を 持つ 県 民 の ほか 、 日 本 国籍 を 取得 し た 県 民 や 国際 結婚 な ど に よっ て 生ま れ た 外国 | 
| 人 の 親 の 文化 を 背景 に 持つ 子供 な ど 、 外国 に ルー ツ が あり 、 外 国籍 の 人 と 同様 の 課題 を 持つ | 
| 県 民 と し ます 。 | 
























































1 岩手 県 多 文化 共生 推進 ガラ 


(1) なぜ 、 プ ラン を 策定 する の か ? ンプ ラン 策定 の 背景 > 














〇 情報 技術 や 交通 手段 の 発達 な ど に より 、 国 境 を 越え た 経済 活動 が 活発 化し 、 グ ロ 
ー バ ル な 人 の 移動 が 盛ん に な っ て いま す 。 

〇 本 県 に お いて は 、 外 国人 登録 者 数 の 増加 は ここ 数 年 横ばい 傾向 に は あり ます が 、 
少子 化 の 進展 に より 県 人 口 が 減少 傾向 に ある こと を 考え る と 、 県 人 口 に 占め る 外国 
籍 を 持つ 県 民 や 外国 に ルー ツ が ある 日 本 国籍 を 持つ 県 民 (以下 「 外 国人 県 民 等 」 と 
いい ます 。) の 割合 は 今後 高まっ て いく こと が 予想 され ます 。 

〇 一 方 、 外国 人 県 民 等 の 中 に は 、 生 活 し て いく 中 で 、 言葉 や 習慣 な どの 違い に より 
不便 を 感じ て いる 方 が 少な か ら ず 存在 し 、 地 域 の 中 に 溶け 込む こと が で き な い 場合 
も あり ます 。 ま た 、 日 本 人 県 民 も 言葉 や 習慣 、 文 化 な どの 違い か ら 、 外 国人 県 民 等 
と 付き 合う こと に た め ら い を 感じ て いる 場合 が あり ます 。 

〇 「 県 民 一 人 ひと り が 、 共 に 支え 合い な が らい きい き と 働 き 、 安 心して 暮らし 、 楽 
し く 学 ん で いく こと の で きる 希望 あふ れる 社会 」 (いわて 県 民 計画 ) を 実現 し て い 
く た め に は 、 外 国人 県 民 等 に と っ て も 暮らし や すい 環境 を 整え て いく 必要 が あり ま 
す 。 

〇 その た め に は 、 外 国人 県 民 等 の 感じ て いる 言葉 の 違い や 習慣 の 違い な どの 「 壁 」 
の 解消 に 努力 する と と も に 、 外 国人 県 民 等 に 対す る 理解 を 深め 、 国籍 や 民族 等 の 違 
い に か か わら ず 、 すべ て の 県 民 が 互い の 文化 的 背景 や 考え 方 を 理解 し 、 地域 社会 を 
支え る 主体 と し て 共に 生き る 、 多 文化 共生 社会 の 実現 が 必要 で す 。 

〇 こう し た こと か ら 、「 岩 手 県 多 文化 共生 プラ ン 」 を 策定 し 、 多 文化 共生 の 考え 方 
に つい て 広く 普及 を 図る と と も に 、 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け た 取組 を 進め よう 
と する も の で す 。 

































































































































































(2) どの よう な プラ ン な の か ? ンプ ラン の 位置 付け 、 特 色 、 期 間 ~ 


① プラ ン の 位置 付け 
〇 県 で は 、「 い わ て 県 民 計 画 」 の 主要 な 政策 の 一 つと し て 、「 多様 な 文化 の 理解 
と 交流 」 を 設定 し 、 そ の 中 で 「 地 域 に お ける 交流 を 通じ た 多 文化 の 理解 」「 外 
国人 県 民 等 が 暮らし や すい 環境 づく り 」 を 揚げ て いま す 。 
〇 この プラ ン は 、 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け て 、 こ う し た 主要 な 政策 の 具体 
的 展開 を 図る た め 、 総 合 的 な 目標 や 施策 の 方 向 を 定め る も の で す 。 






































② プラ ン の 特色 
〇 多 文化 共 生 社 会 の 実現 に 当たっ て 解決 し て いく き 課題 は 、 様 々 な 分 野 に 横 
断 的 に 関わ る 地域 全体 の 課題 で も あり ます 。 
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これ を 着実 に 推進 し て いく た め に は 、 県民 や 自治 会 、 県 、 市 町 村 、 国 際 交 流 
協会 、 国際 理解 関係 団体 、 企業 、 大 学 、 学 校 な ど 様 々 な 活動 主体 が 期待 され る 
役割 を 分 担 し な が ら 連 携 し て 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 こ の プラ ン は こ 
う し た 主体 が 多 文化 共生 へ の 取組 を 実施 する 際 の 指針 と な る も の で す 。 























③ プラ ン の 対象 期間 
〇 本 プラ ン の 対象 期間 は 平成 22 年 度 か ら 平 成 26 年 度 ま で の 5 年 間 と し ます 。 
これ は 、 和 社会 経済 情勢 が 目まぐるしく 変化 する 今日 、 こ うし た 変化 に 対応 し 
た 施策 を 弾力 的 か つ 効 果 的 に 展開 で きる よう に する た めで す 。 
〇 な お 、 こ の 間 、 外 国人 県 民 等 を 取り 巻く 環境 に 著しい 変化 が 生じ た 場合 に は 、 
適時 目標 の 見 直し な ども 行っ て いき ます 。 









































(3 ) 多 文化 共生 に は どの よう な 意義 が ある か ? 一 多 文 化 共 生 の 意義 ~ 











本 県 で は 、 次 の 4 つ を 多 文 化 共生 の 意義 と 捉え 、 本 プラ ン に 基づく 様々 な 取組 を 
通じ 多 文化 共生 社会 の 実現 を 目指 し て いき ます 。 











画 人 権 の 尊重 

すべ て の 県 民 が 安心 ・ 安 全 に 、 お 互い を 尊重 し 合い な が ら 暮 ら す た め に は 、 国 
籍 や 民族 な ど が 違う こと を 理由 に 不当 な 扱い を 受け た り 、 権利 を 侵害 され た りす 
る こと が な いよ うな 社会 が 必要 で す 。 
画 地域 の 活性 化 
社会 経済 活動 全般 に お いて グロ ー バ ル 化 が 進展 する 中 で 、 外国 人 県 民 等 に と っ 
て も 暮らし や すい 環境 づく り を 推進 する こと に よっ て 、 地 域 の 魅力 が 高まり 、 海 
外 と の 交流 や 地域 産業 ・ 経 済 の 振興 に も つなが り ま す 。 
画 県 民 の 異 文化 理解 力 の 向上 

多 文 化 共 生 の 地域 づく り の 推進 に より 、 地域 住民 の 国際 感覚 や 異 文化 を 理解 す 
る 能力 の 向上 が 期待 され ます 。 地域 で の 異 文化 交流 が 進む こと で 、 多 様 な 文化 芸 
術 の 創造 や 、 コ ミュ ニケ ーション 能力 に 優れ た 人 材 の 育成 も 期待 で きま す 。 
画 ユニ バー サル デザ イン の まち づく り 

多 文 化 共 生 の 地域 づく り の 推進 は 、 言語 や 文化 な どの 様々 な 違い を 持つ 外国 人 
県 民 等 に と っ て も 暮らし や すい 地域 づく り で あり 、 ユニ バー サル デザ イン の まち 
づく り の 推進 に つなが り ま す 。 















































































































































2 本 県 に お ける 多 文化 共生 の 現状 












し 三共 
ルー = ヨロ 
し ロバ 





( 1 ) 本 県 の 外国 人 県 民 等 の 現状 (外国 人 登録 者 数 の 現状 ) 





〇 本 県 に お ける 平成 20 年 12 月 末 現 在 の 外国 人 登録 者 数 は 6, 593 人 で 、10 年 前 の 


3, 708 人 と 比べ 、2, 885 人 、77.8% 増 加 し まし た 。( 図 1) 





な お 、 県 人 口 は 、 平 成 10 年 10 月 1 日 現在 の 1, 418, 207 人 か ら 、 平 成 20 年 





月 1 日 現在 の 1, 352, 388 人 へ と 、 こ の 10 年 で 65, 819 人 減少 し て お り ( 図 
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の 結果 、 外 国人 登録 者 数 が 県 人 口 に 占め る 割合 は 、0.26% か ら 0.49% へ と 0.23 ポ 








イン ト 上 昇 し まし た 。 


図 1 外国 人 登録 者 数 の 推移 (岩手 県 ) 























































































































(A) ( 各 年 12 月 末 現 在 ) 
8,000 
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(年 ) 
出典 : 岩手 県 地域 振興 部 PO・ 文 化 国際 課 「2009 年 いわ て 国際 要覧 」 
図 2 岩手 県 人 口 の 推移 
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: 岩手 県 総合 政策 部 「 岩 手 県 人 口 移 動 報 告 年 報 」 
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〇 本 県 の 平成 20 年 12 月 末 現 在 の 外国 人 登録 者 を 国籍 別に みる と 、 中 国 の 46.9% 
が 最も 多く 、 次 いで 韓国 ・ 朝 鮮 17.56、 フ ィ リ ピン 13.8%、 ブ ラジ ル 5.7%、 べ 
トナ ム 3.3%、 米 国 3.0% な どの 順 と な っ て お り 、10 年 前 と の 比較 で は 、 中 国 が 14.3 
ポイ ント 、 ベ トナ ム が 2.1 ポイ ント 増加 し て いま す が 、 韓 国 ・ 朝 鮮 は 12.8 ポイ ン 
ト 、 米 国 は 2.4 ポイ ント 減少 し て いま す 。( 図 3 ) 

な お 、 本 県 の 外国 人 登録 者 の 出身 国 は 、66 カ国 と な っ て いま す 。 





図 3 外国 人 登録 者 数 の 国籍 別 割合 Aa 
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出典 : 法務 省 「 合 録 外国 人 統計 年 報 2008 年 」、「 平 成 11 年 版 在留 外国 人 統計 」 





























〇 これ を 在留 資格 別に みる と 、 永 住 者 20.49%、 日 本 人 の 配偶 者 15.5%、 特 定 活動 
14.6%、 研 修 12.2%、 特 別 永住 者 12.1% な どの 順 と な っ て お り 、10 年 前 と の 比較 
で は 、 永住 者 が 15.2 ポイ ント 、 特 定 活動 が 11.5 ポイ ント 増加 し て いま す が 、 特 別 
永住 者 は 14.7 ポイ ント 減少 し て いま す 。 ( 図 4 ) 








人 者 特定 活動 図 4 外国 人 登録 者 数 の 在留 資格 割合 
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出典 : 法務 省 「 疹 録 外国 人 統計 年 報 2008 年 」、「 平 成 11 年 版 在留 外国 人 統計 」 
※ 永 住 者 
法務 大 臣 が 永住 を 許可 し た 者 で あり 、 在 留 活 動 ・ 在 留 期 間 の いずれ も 制限 は な い 。 永住 許可 の 





























要件 は 、① 素 行 が 善良 で ある こと 、⑨ づ 独立 生計 を 営む に 足り る 資産 又は 技能 を 有する こと 、③⑨ 
その 者 の 永住 が 日 本 国 の 利益 に 合 す る と 認め られ る こと と され て いる 。 原則 と し て 、 引き続き 10 
年 以上 在留 し て いる こと が 必要 と され る 。 
※ 日 本 人 の 配偶 者 
日 本 人 の 配偶 者 ・ 子 ・ 特 別 養 子 。 在 留 期間 は 3 年 又は 1 年 で 、 在 留 活 動 に 制限 は な い 。 
※ 特 別 永住 者 
「 日 本 国 と の 平和 条約 に 基づき 日 本 の 国籍 を 離脱 し た 者 等 の 出入 国 管 理 に 関す る 特例 法 」 (1991 
年 11 月 施行 ) に より 定め られ た 在留 の 資格 、 ま た は 当該 資格 を 有する 者 。 終 戦前 か ら 日 本 に 居 
住 し て お り 、 サ ン フ ラン シス ニ 平 和 条 約 (1952 年 ) の 発効 に よっ て 日 本 国籍 を 失っ た 後 も 引き 
続き 日 本 に 在留 し て いる 朝鮮 半島 ・ 台 湾 出身 者 と その 子孫 を 対象 に し て お り 、 在 留 期 間 や 在留 活 
動 に 制限 は な い 。 
※ 定 住 者 
法務 大 臣 が 特別 な 事情 を 考慮 し 一 定 の 在留 期間 を 指定 し て 居住 を 認め る 者 で あり 、 日 系 8 世 、 
中 国 在 留 者 人 、 イ ンド シナ 難民 な ど が 該当 する 。 在留 期 間 は 3 年 若しくは 1 年 又は 法務 大 臣 が 
個々 に 指定 する 期間 で 、 在 留 活 動 に 制限 は な い 。 


















































































































































































































































































































































〇 これ を 年 齢 別に な る と 、20~24 歳 19.2% 、25~29 歳 17. 5%、30~34 歳 15.2% 
と 、20 代 か ら 30 代 の 割合 が 高く な っ て いま す 。( 図 5) 
な お 、 外国 人 の 児童 生徒 の うち 、 日 本 語 指導 が 必要 な 児童 生徒 (小学 校 ・ 中 学校 ・ 
高等 学校 ) 数 は 平成 20 年 9 月 1 日 現在 で 31 校 、53 人 に 上 っ て いま す 。 (文部 科学 省 
日 本 語 指導 が 必要 な 外国 人 児童 生徒 の 受入 れ 状況 等 に 関す る 調査 〔 平 成 20 年 度 ]) 









































5 外国 人 登録 者 数 の 年 齢 別 割合 40~44 歳 。 _45~49 歳 


ッッ 6.6 5.0 


その 他 21.6 






15~19 歳 
4.6 













25~29 歳 19.8 30<34 歳 16:8 

























































H20 6.593 人 | 25~29 歳 17.5 |30~34 歳 15.2 i その 他 16.3 
15 て 19 歳 45~49 歳 
5.2 5.4 
0% 10% 。 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 












































出典 : 法務 省 「 釜 録 外国 人 統計 年 報 2008 年 」、「 平 成 11 年 版 在留 外国 人 統計 」 






































〇 本 県 で は 、 す べ て の 市 町 村 で 外国 人 登録 が な され て お り 、 こ れ を 市 町 村 別 に みる 
と 、 平 成 20 年 12 月 末 現 在 で 、 盛 岡市 1, 309 人 、 一 関 市 1. 030 人 、 奥 州 市 541 人 な 
どの 順 と な っ て いま す 。10 年 前 と 比較 する と 、 増 加 数 で は 、 一 関 市 670 人 、 奥 州 
市 257 人 、 盛 岡市 235 人 な どの 順 で 多く な っ て いま す 。( 図 6 ) 
市 町 村 別 外国 人 登録 者 数 に つい て 、 国 籍 別に 推移 を みる と 、 一関 市 、 境 野市 、 北 
上 市 、 花巻 市 な ど に お いて 、 ブ ラジ ル が 平成 12 年 か ら 平 成 15 年 に か け て 大 幅 に 増 
加 し た 後 、 平成 16 年 か ら 平 成 20 年 に か け て 急激 に 減少 し て お り 、 企業 に 雇用 され 
て いた 労働 者 が 減少 し た も の と 推測 され ます 。 






































※ 県 内 各市 町 村 の 外国 人 登録 者 数 は 、 平 成 10 年 以降 法務 省 資料 が な いた め 、 外 国人 登録 原票 
に 基づく 各市 町 村 の 報告 数 を 掲載 し て お り 、 岩 手 県 全体 の 外国 人 疹 録 者 数 と 各市 町 村 の 外国 人 
登録 者 数 の 合計 と は 一 致し ませ ん 。 






















































































490 エ ーーーーーーーーーーー 図 6 市 町 村 別 外国 人 登録 者 数 (平成 10 年 ・ 平 成 20 年 ) ーー 
0 つつ コラ ララ ーー ラコ ラー うつ コラ コー コラー うう うこ コラ うう うう ここ うら H10 - 
1000 | 1 中 H21 
S00 = = 
600 較 馬 ミ ニー ニキ ニ キー ニキ ラキ ニキ コキ ニキ ーーー キラ ニー キラ ーー キョ ニー ニュー ラー キョ ニー ーー ニニ ラー ュー ニラ ーー キネ ラ キラ キー ニニ ーー ララ ラー 
400 1 軒 一 革 革 講 信 --ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
200 寺 講 - 講 ] I ーー ビデ ーーー デーーー デ ーーーー デ ーー デーー デ ーー デーー デ ーー デーーー デ ーー デー デーー デ ーー デー デー デラ ーーー ニーーー デ ーー= 
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盛 一 奥 花 北大 久 八 二 滝 岩 宮 紫 区 陸 一 遠 金 軽 山 洋 藤 矢 大 容 住 九 西 岩野 川 葛 平 田 普 
岡 関 州 巻 上 船 慈 幡 戸沢 手 古 波 石 前 戸 野 ケ 米 田野 沢 巾 植 石 田 戸 和泉 田井 巻 泉 野 代 
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県 地域 振興 部 NPO・ 文 化 国際 課 「 外 国人 登録 者 国籍 ・ 市 町 村 別 人 員 調 査 表 」 


























〇 外国 人 の 雇用 状況 に つい て みる と 、 平 成 20 年 10 月 末 現 在 、 外 国人 労働 者 を 雇用 
し て いる と し て 届出 の あっ た 事業 所 は 350 ヶ所 、 外 国人 労働 者 数 は 1,632 人 と な っ 
て いま す 。 
外国 人 労働 者 を 国籍 別に みる と 、 中 国 が 全体 の 68.4% を 占め 、 以 下 、 フ ィ リ ピ 
ン 9.8%、 韓 国 2.1%、 ブ ラジ ル 1.5% な どの 順 と な っ て いま す 。( 図 7) 
在留 資格 別 で は 、 技 能 実習 生 等 の 特定 活動 が 全体 の 55.6% を 占め 、 以 下 、 身分 
に 基づく 在留 資格 (※1) 26.7%、 資 格 外 活動 10.0%、 専 門 的 ・ 技 術 的 分 野 の 在留 
(※2) 7.7% の 順 と な っ て いま す 。( 図 8) 
産業 別 で は 、 製 造 業 が 全体 の 72.9% を 占め 、 以 下 、 教 育 ・ 学 習 支援 業 8. 9%、 飲 
食 店 ・ 和 宿泊 業 4.49% な どの 順 と な っ て いま す 。( 図 9) 
外国 人 を 雇用 し て いる 事業 所 を 規模 別に 見 る と 、50 人 未満 が 49.4% と 約 半数 を 
占め 、 以 下 、50 て 99 人 22.6%、100 て 299 人 19.19% な どの 順 と な っ て いま す 。 ( 図 
10) 


※1 身分 に 基づく 在留 資格 に は 、「 永 住 者 」「 日 本 人 の 配偶 者 」「 永 住 者 の 配偶 者 等 」「 定 住 者 」 が 
該当 
2 専門 的 ・ 技 術 的 分 野 の 在留 資格 に は 、「 教 授 」「 芸 術 」「 宗 教 」「 報 道 」「 投 資 ・ 経 営 」「 法 律 ・ 
会 計 業 務 」「 医 療 」「 研 究 」「 教 育 」「 技 術 」「 人 文 知識 ・ 国 際 業 務 」「 企 業 内 転勤 」「 興 行 」「 技 能 」 


が 該当 





































































































































































































7 外国 人 労働 者 の 国籍 別 沖合 
(平成 20 年 10 月 末 現在 ) 


8 外国 人 労働 者 の 在留 資格 別 割 合 
(平成 20 年 10 月 末 現 在 ) 











G8 十 オー スト ラリ アー 
ニュ ー ジ ー ラ ンド 7.29% 





外国 人 労働 者 総数 


1.632 人 








専門 的 ・ 
技術 的 分 野 7.796 





外国 人 労働 者 総数 


1.632 人 








図 9 外国 人 労働 者 の 産業 別 禄 合 
(平成 20 年 10 月 末 現 在 ) 


図 10 外国 人 労働 者 を 雇用 し て いる 事業 所 の 


規模 別 割合 (平成 20 年 10 月 末 現 在 ) 











農業 ・ 林 業 ・ 卸売 ・ 小 売 業 





外国 人 労働 者 総数 


1.632 人 











500 ~ 999 人 ー 1000 人 以上 
1.496 





全 事業 所 数 
350 事業 所 








(2 ) 本 県 に お ける 多 文 化 共 生 を めぐ る 課題 の 例 
外国 人 県 民 等 は 、 本 県 で 生活 し て いく 上 で 様々 な 課題 を 抱 を て いま す が 、 そ の 主 
な も の は 、 次 の と お り と 考え られ ます 。 
































① 言語 の 課題 
〇 外国 人 県 民 等 の 中 に は 、 日 本 語 能 力 が 十分 と は 言え な い 方 が 相当 数 いま す 。 
〇 この 中 に は 、 日 常 会 話 に 支障 が 生じ て いる 場合 や 漢字 な ど が 難し いた め に 
文章 が 理解 で き な い 場合 の ほか 、 診 療 の 際 に 十分 コミ ュ ニ ケー ショ ン が 図れ 
な い 場 合 や 学習 言語 の 習得 に 困っ て いる 場合 な ど 、 様 々 な レベ ル の 課題 が あ 
りり ます 
〇 子ども を 持つ 外国 人 県 民 等 の 中 に は 、 両 親 と も 日 本 語 が わか ら な い ケ ー ス 
や 子ども に 勉強 を 教え られ な いな どの 問題 を 抱え て いる 場合 も あり ます 。 
〇 地域 に お いて 、 市 町 村 や 国際 交流 協会 、 国 際 理解 関係 団体 な ど に より 、 外 
国人 県 民 等 に 対 し て 様々 な 日 本 語学 習 支 援 の 取組 が 行わ れ て いま す が 、 身近 
に 教え て くれ る 人 が いな い 、 時 間 が 合わ な い 、 仕 事 や 家事 ・ 育 児 な ど が 忙し 
く 余裕 が な いな ど 様 々 な 理由 で 、 日 本 語 を 習得 する こと に 消極 的 な 外国 人 県 
民 等 も 見 られ ます 。 
〇 また 、 本 県 に お いて は 、 日 本 語 教室 等 は ボラ ンティア 団体 に より 運営 され 
て いる ケー ス が 多く な っ て いま す が 、 ボ ラン ティ ア 団 体 は 、 行 政 と の つなが 
り が な い 、 運 営 に 対す る 支援 が な いな ど 、 課 題 を 抱え な が ら 活 動 を 行っ て い 
る の が 現状 で す 。 

















































































































































































































② 生活 環境 の 課題 

〇 生活 上 必要 な 様々 な 情報 (医療 、 保健 、 福祉 、 教育 、 子 育て 、 防災 、 居 住 、 
就労 な ど ) が 日 本 語 で し か 提供 され て いな いこ と 、 多 言語 等 で 提供 され て い 
る こと 自体 を 把握 し て いな いこ と な ど 、 情 報 提 供 の あり 方 や 相談 体制 な ど が 

課題 と な っ て いま す 。 

〇 また 、 外 国人 県 民 等 が 日 本 で 生活 する 場合 、 公 的 医療 制度 へ の 加入 や 就労 
資格 、 さ ら に は 学校 制度 の 違い な どの 制度 面 で 日 本 人 と は 異な る 手続 き が 必 
要 と な る こと か ら 、 こ うし た 面 で 十分 制度 の 周知 を 図る 必要 が あり ます 。 
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③ 相互 理解 の 課題 

〇 外国 人 県 民 等 が 日 本 で 暮らし て いく 上 で 、 文 化 や 習慣 な ど に つい て お 互い 
の 理解 が 不足 し て お り 、 学 校 や 職場 、 家 庭 内 な ど で 誤 解 や 摩擦 に よる トラ ブ 
ル が 生じ る 場合 も あり ます 。 

〇 外国 人 県 民 等 が 増加 する こと は 、 外 国 の 文化 を 知る 機会 や 交流 機会 の 増加 
に つなが る と し て 好意 的 に 捉え る 日 本 人 県 民 が 多い 中 で 、 事 件 の 発生 な ど を 
懸念 する 人 も いま す 。 

〇 また 、 地 域 の 習慣 や ルー ル 、 近 所 と の 付き 合い 放 が わか ら な いと いっ た こ 
と で 困っ て いる 外国 人 県 民 等 も いる 一 方 、 日 本 人 県 民 の 側 も 自然 な 態度 で 接 







































































8 














する こと に た め ら い が あ る な ど 、 地 域 の 中 で 外国 人 県 民 等 と の 交流 が 不足 し 
て いる 場合 が あり ます 。 

〇 地域 と の 交流 が 少な い 場 合 、 災 害 発生 時 に お ける 外国 人 県 民 等 に よる 迅 
な 避難 行動 の 確保 な ど に 対す る 懸念 が あり ます 。 

〇 日 本 人 県 民 も 外国 人 県 民 等 を 地域 の 構成 員 と 考え 、 ま た 、 外 国人 県 民 等 も 
地域 の 活動 に 参加 する な ど 、 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が 共に 地域 社会 を 支 
えて いく と いう 多 文 化 共 生 社会 さく り の 意識 が 、 必 ず し も ゃ 十分 と は いえ な い 
状況 に あり ます 。 
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【 参 考 】 本 県 に お ける これ まで の 取組 
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だ 
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県 等 の 取組 の 例 

本 県 で は 、 平 成 13 年 3 月 に 策定 され た 「 岩 手 県 国際 交流 ・ 協 力 計 画 」 に お い 
「 外 国人 が 暮らし や すい 地域 づく り 」 を 掲げ 、 多 文化 共生 社会 の 実現 に 向け 
取組 を 行う こと と し て お り 、 い わ て 県 民 情 報 交 流 セ ンタ ー に 「 国 際 交 流 セ ン 
ー」 を 設置 し て 日 本 語 教 材 室 、 日 本 語学 習 コ ー ナ ー の 運営 、 情 報 収集 ・ 提 供 、 















































在住 外国 人 相談 、 国 際 理 解 の 推進 な ど を 実施 し て いま す 。 




















また 、 本 県 の 国際 交流 ・ 協 力 、 多 文 化 共 生 社 会 づく り の 中 核 的 組織 で ある ( 財 ) 











岩手 県 国際 交流 協会 に 対し て 国際 交流 推進 員 の 設置 の 補助 を 行う と と も に 、「 多 
文化 共生 いわ て づく り 事 業 」(( 財 ) 岩手 県 国際 交流 協会 へ の 補助 事業 ) を 実施 す 


る 


て 
の 

















な ど 、( 財 ) 岩手 県 国際 交流 協会 を 中 心 と し た 取組 を 行っ て きま し た 。 

主 な も の は 下記 に 記載 の と お り で す が 、 こ の ほか に も 、「 外 国人 の た め の い わ 
生活 相談 ガイ ドブ ッ ク 」 の ホー ムペ ー ジ へ の 掲載 (6 ヶ国 語 ) 、「 外 国人 の た め 
いわ て 保健 サー ビス ガイ ドブ ッ ク 」 の ホー ムペ ー ジ へ の 掲載 (4 ヶ国 語 )、 平 











成 19 年 度 に は 、 在 住 外 国人 は 多い も の の 支援 団体 が 育っ て いな い 二 戸 地 域 に お 
いて 、( 財 ) 岩手 県 国際 交流 協会 へ の 委託 に より 先進 事例 研修 会 や 日 本 語 教 室 立 


表 














げ 支 援 な どの モデ ル 事 業 を 実施 し まし た 。 
また 、( 財 ) 岩手 県 国際 交流 協会 で は 、 国 際 理 解 セ ミナ ー の 開催 、 国 際 交 流 関 











係 団体 へ の 助成 、 在 住 外 国人 ネッ トワ ー ク の 形成 、 就 学 支 援 ハ ンド ブッ ク の 作成 、 











在住 外国 人 子育て サポ ー ト 事業 な ど に 取り 組ん で いま す 。 


② 
託 
ア 

















国際 交流 セン ター の 業務 概要 (( 財 ) 岩手 県 国際 交流 協会 へ 管理 運営 業務 を 委 








。 多 文化 共生 関係 。) 








国際 交流 ・ 協 力 及 び 多 文化 共生 に 関す る 情報 の 発信 及び 照会 に 対す る 対応 
在住 外国 人 の 相談 
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県 国際 交流 上 員 等 と 連携 し た 国際 理解 の 推進 

多 文 化 共生 いわ て づく ぐり 事業 (県 補助 事業 ) の 概要 (平成 20 年 度 ) 

在住 外国 人 支援 に 係る 人 づく り 事 業 

日 本 語 サ ポー ター の 養成 や 資質 ・ 能 力 向 上 の た め の 人 研修 会 の 開催 
地域 に お ける 日 本 語 教室 の 開催 を 目的 と し た 研修 会 の 開催 、 外 国人 の 子ども の 
日 本 語学 習 支 援 を 推進 する た め の 説 明 会 の 開催 














・ 生活 支援 サ か ポーター の 養成 や 資質 ・ 能 力 向 上 の た め の 研 修 会 の 開催 

















在住 外国 人 が 快適 に 生活 で きる よう 各地 域 で 活動 する 生活 支援 サポ ボ ポー ター の 
拡 去 や レベ ル ア テッ プ を 図る た め の 研 修 の 実施 。 行 政 ・NPO の サー ビス ・ 施 
設 案内 研修 、 防災 講習 と 災害 時 通訳 ボラ ンティア 研修 、 医療 通訳 ボラ ンティア 
入門 講座 の 実施 

地域 国際 化 リ ー ダ ー 研 修 の 実施 

市 町 村 国 際 交 流 協会 等 の 担当 者 を 対象 と し た 研修 会 の 実施 

国際 理解 事業 の 実施 

外国 文化 紹介 講師 派遣 の 実施 
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3 目指 す 将 来 像 (基本 目標 9 


( 1 ) 目指 す 将来 像 (基本 目標 ) 





























これ まで みて きた 外国 人 県 民 等 の 現状 や 課題 な ど を 踏ま え 、 本 県 に お ける 多 文 化 
共生 社会 の 目指 す 姿 を 、 下 記 の と お り と し ます 。 














「 わ か り 合 い 、 高 め 合 い 、 と も に 築く 共生 の 国 い わ て 」 














外国 人 県 民 等 の 言葉 や 生活 の 不便 が 解消 され 、 お 互い の 理解 が 進む こと で 、 
日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が お 互い の 価値 を 認め 合い 、 お 互い の 交流 を 通じ 





























て 高め 合い 、 共 に 主体 と な っ て より 豊か で 潤い の ある 地域 社会 を 築い て いく 








こと を 目指 し ます 。 








(2) 視点 
この 有 目指す 姿 を 実現 する に 当たっ て は 、 次 の 3 つの 視点 を 基本 に 進め る こと が 重 


要 で す 。 





① 外国 人 県 民 等 の 自立 を 支援 する 

本 県 に お いて は 、 様々 な 国 の 出身 の 外国 人 県 民 等 が 人 数 の 多少 は ある も の の 県 
内 すべ て の 市 町 村 に お いて 暮らし て いる 現状 に あり ます 。 こ の 中 で 外国 人 県 民 等 
と 日 本 人 県 民 が いき いき と 暮らし て いく た め の 外 国人 県 民 等 へ の 支援 は 、 外国 人 
県 民 等 も 地域 の 構成 員 で ある と いう 自覚 を 促し 、 自 立 し た 生活 を 送れ る よう な 観 
点 か ら 行 うこ と が 必要 で す 。 

また 、 日 本 人 県 民 に も 、 外 国人 県 民 等 も 共に 地域 を 支え る 主体 で ある と いう 認 
識 が 必要 で す 。 
そこ で 、 外 国人 県 民 等 に 対し て は 、 日 本 語 や 日 本 社会 の 習慣 な ど を 自ら 学ぶ よ 
う 啓 発する と と も に 、 日 本 人 県 民 に 対し て も 、 互 い の 文化 的 違い を 認め 合い 、 共 
に 地域 づく り を 進め る よう 働き か け ま す 。 


































































































② 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が 協 働 し て 継続 的 に 進め る 
地域 で 行わ れる 日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 と の 交流 は 、 単発 的 な 交流 に 留まら 
ず 、 日 常 的 に 継続 し て 取り 組む 必要 が あり ます 。 
日 本 人 県 民 と 外国 人 県 民 等 が 双方 向 の 交流 を 行う こと に より 、 お 互い の コミ ュ 
ニケ ーション が 徐 に な り 、 外 国人 県 民 等 は 日 本 の 文化 や 習慣 を 知り 、 日 本 人 県 民 
は 国際 感覚 や 異 文化 を 理解 する 能力 の 向上 に つなが る こと が 期待 され ます 。 
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③ 県 全体 で 推し 進め る 
外国 人 県 民 等 に 関す る 問題 は 非常 に 幅広 い 分 野 に 渡る と と も に 、 県民 一 人 ひと 
り の 意識 づく り が 重要 で ある こと か ら 、 地域 全体 の 問題 と し て 取り 組ん で いく 必 
要 が あり ます 。 
県 民 や 自治 会 、 県 、 市 町 村 、 大 学 、 学 校 、 国 際 交 流 協会 、 国 際 理 解 関係 団体 、 
企業 な ど 様々 な 活動 主体 が 一 体 と な っ て 、 県 全体 で 岩手 の 多 文化 共生 社会 の 実現 
に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が あり ます 。 
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4 多 文化 共生 に 向け で の 詩 な 施 








ここ で は 、 本 県 に お ける 多 文 化 共生 の 目指 すべ き 姿 の 実現 に 向け て 、 今 後 5 年 間 
で 取り 組む 3 つの 主 な 施策 の 方 向 と 取組 内 容 の 例 を 掲げ て いま す 。 

な お 、 多 文化 共生 を 進め る 上 で の 課題 は 言語 に 関わ る も の が 多い こと か ら 、 取組 
内 容 の 例 は 、 相 互 に 重複 する 場合 が あり ます 。 


ji 間 当 の Ei 陣 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 


語学 習 の 支援 と 日 常 生活 に 関す る 基礎 的 情報 を 多 言 語 等 で 提供 する こと に 
り 、“ 言 葉 の 壁 " の 解消 を 目指 し ます 。 



































ア 日 本 語学 習 の 支援 
国籍 や 民族 の 異な る 人 々 が 、 地域 づく り の パー トナ ー と し て 共に 暮らし て いく た 
め に は 、 互 い に 円 油 に コミ ュ ニ ケー ショ ン が で きる こと が 必要 で す 。 

こう し た コミ ュ ニ ケー ショ ン に 使わ れる 言語 は 日 本 語 が 基本 と な り ま す が 、 外国 
人 県 民 等 の 中 に は 日 本 語 能 力 が 十分 で は な い 人 も 多く いま す 。 

し た が っ て 、 外 国人 県 民 等 it OR 2 
発する と と も に 、 日 本 語学 習 の 機会 の 提供 に 努め ます 。 






































(取組 内 容 の 例 ) 

〇 外国 人 県 民 等 に 対 し 、 外国 人 登録 等 の 機会 を 捉え 、 日 本 語 教 室 の 開催 情報 を 提 
供する と と も に 、 参 加 を 呼び か け ま す 。 

〇 日 本 語 教 室 が 設置 され て いな い 地 域 に お ける 教室 の 開設 を 目指 し た 研修 会 や 、 
既設 の 教室 の 充実 に 向け た 取組 を 行い ます 。 

〇 地域 に お ける 日 本 語 教室 が 、 関係 機関 と の 連携 ・ 協 力 に より 円 消 に 運営 され る 
よう 取り 組み ます 。 




















イ や さ し い 日 本 語 や 多 言 語 に よる 行政 ・ I 
日 本 語学 習 の 支援 の ほか 、 日 本 語 を 十分 I 
時 間 が か か る た め 、 来 日 し て 間 も な い 外国 人 県 民 等 の た め に 、 特 に 基礎 的 な 生活 に 
関す る 行政 情報 を 中 心 に や さ し い 日 本 es 
に 、 併 せ て 国 等 で 既に 作成 し て いる も の の 活用 を 図り ます 。 



































(取組 内 容 の 例 ) 
〇 や さ し い 日 本 語 や ルビ ふり な ど に よる 行政 ・ 生 活 情報 が 提供 され る よう に 、 情 
報 を 提供 する 側 の 意 議 向 上 を 図る と と も に 、 や さ し い 日 本 語 に よる 表記 方 法 に つ 
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いて の 情報 提供 な ど を 行い ます 。 
〇 国 や 関係 機関 な ど で 上 既に 多 言語 等 で 作成 、 提供 され て いる 行政 ・ 生 活 情 報 な ど 
を 共有 し 、 そ の 積極 的 な 活用 を 図り ます 。 
〇 道路 や 公共 交通 機関 の 案内 標識 へ の ロー マ 字 ・ 英 語 な どの 併記 や や 絵文字 な ど を 
活用 し た わか りや すい 表記 に 努め る と と も に 、 役 光 情 報 の 多 言 語 化 に 取り 組み ま 
す 。 
〇 通訳 ボラ ンティア 等 の 育成 ・ 登 録 を 図る と と も に 、 当該 ボ ラン ティ ア の 情報 の 
周知 な ど に より その 活用 を 促進 し ます 。 
〇 公共 窓口 な ど に お ける 通訳 を 介 し た 三 者 通話 シス テム の 必要 性 に つい て 、 調 
査 ・ 検 討 し ます 。 

































































施策 の 方 向 1 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 プラ ン の 目標 値 
国際 交流 サポ ー タ ー 登 録 者 数 
(平成 20 年 度 ) 301 人 = (平成 22 年 度 ) 360 人 ラ ※[ (平成 26 年 度 ) 480 人 ] 


【 現状 ] いわ て 県 民 計画 [ 本 プラ ン 目 標 値 〕 
アク ショ ンプ ラン 目標 値 





: 岩手 県 国際 交流 協会 の 日 本 語 サ ポー ター 登録 者 、 多 言語 サポ ー タ ー 登 録 者 、 ホ スト ファ ミリ ー 登 録 者 、: 
: 協会 事業 協力 サポ ボー ター 数 に つい て 、 年間 30 人 程度 の 増加 を 目指 し ます 。 外国 人 県 民 等 の サポ ー ト の 充 : 
| 実 と 外国 人 に 対す る 理解 を 深め る こと を 目指 す も の で す 。 



























































| ※ 平成 26 年 度 の 日 標 舘 は 、 平 成 22 年 度 の 日 標 値 を 基 に 設定 し た も の で あり 、 次 期 プク ショ ンプ ラン 
の 策定 の 際 に 、 社会 経済 情勢 の 変化 等 も 踏ま え 、 よ り 適 切な 指標 の 設定 な ども 含め 考慮 し て いく も の : 
で す 。 以 下 、 施 策 の 方 向 2 、3 の 目標 値 に つい て も 同様 で す 。 
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の pA に 4 生 活 支 援 


外国 人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 を 適切 に 提供 する こと に より 生活 上 の 負担 
が 減り 、 自 立 し た 生活 を 送る こと が で きる よう に 支援 し ます 。 






































ア 外国 人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 等 の 提供 
在留 資格 、 医療 、 労働 な どの 外国 人 特有 の 情報 に つい て や さ し い 日 本 語 や 多 言語 
で の 提供 を 推進 する と と も に 、 必 要 な 啓発 に 努め ます 。 
多 言 語 化 に つい て は 、 国 等 で 既に 作成 し て いる も の の 活用 を 図る と と も に 、 外国 
語 で の 対応 が 可能 な 医療 機関 に 関す る 情報 の 提供 な ど 本 県 固有 の 情報 収集 ・ 提 供 に 
努め ます 。 









































(取組 内 容 の 例 ) 

〇 在留 資格 な ど 外 国人 県 民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 に つい て 、 既 に 多 言 語 で 作 
成 ・ 提 供 さ れ て いる も の の 活用 を 図り ます 。 

〇 外国 人 労働 者 の 雇用 や 労働 条件 に 関す る 留意 事項 を 外国 人 県 民 等 と 企業 の 双 
方 に 情報 提供 する と と も に 、 企 業 に 対し て は 労働 関係 法令 に つい て も 周知 を 図り 
ます 。 

〇 外国 人 留学 生 の 県 内 企業 等 へ の 就職 を 支援 し ます 。 

〇 外国 語 で の 対応 が 可能 な 医療 機関 の 情報 提供 を 行う と と も に 、 医 療 通 訳 に 対応 
する ボラ ンティア の 育成 や 派遣 な どの 体制 整備 を 行い ます 。 

〇 医療 ・ 子 育て ・ 福 祉 等 の 情報 ( 例 : 予防 接種 な ど ) を 外国 人 県 民 等 に 伝え る た 
め 、 各 市 町 村 で 共有 可能 な フォ ー マ ッ ト 等 の 作成 を 行い ます 。 

〇 あん し ん 賃貸 支援 事業 に つい て の 周知 を 行い ます 。 

つう 多 言 語 等 に よる 防災 情報 の 提供 、 防災 訓練 情報 の 外国 人 県 民 等 へ の 周知 、 災 

時 に 対応 する ボラ ンティア 育成 や 派遣 な どの 体制 整備 を 行い ます 。 

う 地域 に お ける 外国 人 県 民 等 の 支援 者 (民生 ・ 児 童 委 員 な ど ) に 対し 、 外 国人 県 

民 等 に と っ て 特に 必要 な 情報 の 提供 を 行い ます 。 

う 外国 人 相談 事業 に つい て 周知 を 図る と と も に 、 相 談 事例 の 共有 化 や 相談 機関 と 
の 連携 な ど を 図り ます 。 














































































































咽 










































































イ 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 へ の 対応 
日 本 の 教育 制度 を 周知 する と と も に 、 日 本 語学 習 文 援 の 必要 な 児童 ・ 生 徒 に つい 
て 、 県 ・ 市 町 村 教 育 委 員 会 、 県 ・ 市 町 村 国 際 交 流 協会 、 国 際 理 解 関係 団体 、 大 学 等 
と の 連携 に より 、 小 学校 ・ 中 学校 ・ 高 等 学校 に お ける 日 本 語 指導 の 充実 を 推進 しま 
す 。 



































(取組 内 容 の 例 ) 
〇 外国 人 県 民 等 に 対し 、 外国 人 登録 等 の 機会 を と ら え 、 日 本 の 教育 制度 に つい て 
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の 周知 を 行い ます 。 
〇 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 の 教育 対応 に つい て の 事例 集 を 作成 する な ど 、 
情報 を 共有 する 体制 を 整え ます 。 

〇 日 本 語 を 母語 と しない 外国 人 県 民 等 で ある 生徒 の 高校 進学 を 支援 する た め 、 多 
言語 に よる 進学 説明 パン フレ ッ ト を 活用 し な が ら 、 進学 説明 ・ 相 談 会 を 開催 し ま 






















































































すず 。 
〇 外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 の 日 本 語学 習 を ボラ ンティア の 協力 を 得 て 支 援 
し ます 。 











〇 日 本 語 指導 者 を 指導 する 者 の 養成 な ど に より 支援 体制 の 充実 を 図る と と も に 、 
日 本 語学 習 補助 教材 や 多 言 語 版 教 材 を 活用 する こと な ど に より 効果 的 な 指導 を 
行い ます 。 

該当 校 の 教員 を 対象 と し て 多 文化 共生 の 視点 を 取り 入れ た 研修 を 実施 し ます 。 
奨学 金 制度 の 周知 や 活用 を 図り ます 。 

異 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 視点 を 取り 入れ た 学習 を 行い ます 。 

































































O00 


外国 人 相談 件 数 


(平成 20 年 度 ) 253 件 っ (平成 22 年度) 310 件 ラ ※[ (平成 26 年 度 ) 430 件 ] 


8 いわ て 県 民 計 画 
現 * ーー 亜 
【 現状 J アク ショ ンプ ラン 目標 値 [ 本 プラ ン 目 標 値 ] 








: 国際 交流 セン ター・ 岩 手 県 国際 交流 協会 に お いて 実施 し て いる 外国 人 相談 の 相談 件 数 に つい て 年 間 30 件 : 
: 程度 の 増加 を 目指 し ます 。 外国 人 相談 に つい て は 潜在 し て いる 相談 は 多い も の の 、 そ の 周知 な ど が 図ら れ て 
: お ら ず 相談 に 至っ て いな いと いう 課題 が ある こと か ら 、 相 談 事 業 等 の 周知 な ど に より 、 潜 在 し て いる 間 題 が 
: 相談 に 結び つく こと で 外国 人 県 民 等 の 利便 の 向上 を 指す も の で す 。 
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の pI 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 














外国 人 県 民 等 が 円 滑 に 岩手 で の 生活 を 始め 、 地 域 社 人 
生活 で きる よう 、 支 援 し ます 。 




















ア 日 本 社会 の ルー ル 等 に 関す る 啓発 








外国 人 県 





民 等 の 中 ! 





日 本 社会 の 








ノレ 








外国 人 県 





民 等 に 対し て 日 本 の 習 





こ は 、 日 本 の 文化 や 生活 習慣 に 
ル を 守る 必要 性 を 理解 で き な い 人 も 見 受 
慣 や 住民 と し て の 義務 、 地 域 や 生活 に 




















ル 等 に つい て 説明 する な ど 、 外 国人 県 民 等 が 円 消 に 
支援 し ます 。 


(取組 内 容 


の 例 ) 





〇 外国 人 
と し て の 











県 民 等 


義務 、 





地域 や 生活 ! 


イ 多 文化 共生 に 関す る 啓発 





多 文 化 3 












































化 共生 の 視 , 


(取組 内 容 の 例 ) 
多 文化 共生 の 視 , 
多 文 化 共 生理 


〇 








県 を 取り 入れ た 国際 






































上 を 取り 入れ た 国際 下 
解 に つい て の 啓発 を 行い ます 。 


に 対し 、 外 国人 登録 や 日 本 語 教室 の 機会 を 通じ 日 本 の 習 
に 関す る ルー ル 等 に つい て 周知 し ます 。 


共生 を 県 民 に 理解 し て も ら う た め の 産 発 や 、 国 際 交 
理解 教育 を 推進 し ます 。 


























会 の 構成 員 と し て 共に いき いき 


に 関す る 理解 が 十分 で は な い 人 や 、 
けら れ ま す 。 











に 関す る ルー 
岩手 で の 生活 を 始め られ る よう 








慣 や 住民 











流 員 な ど を 活用 し 多 文 


BE 解 セミ ナー の 開催 な ど 、 機会 を と ら え て 























〇 外国 文化 紹介 護 師 派遣 な どの 交流 の 機会 を 活用 し 多 文化 共生 理解 を 促進 し ま 


す 。 
〇 
ます 。 





多 文化 共生 の 地域 づく り の 1』 


ウ 交流 機会 づく り 
地域 で の 生活 の さま ざま な 機会 を 通じ て 、 外 国人 県 民 等 と の 交流 の 機会 を 増やし 、 


実際 に 





コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る 


(取組 内 容 の 例 ) 
〇 市 町 村 等 で 行う 市 民 講座 を は じ め と する 様々 な 活動 へ の 参加 を 外国 人 県 民 等 


に 呼び か ける と と も に 、 講 座 等 
相互 理解 を 深め ます 。 


























〇 外国 人 県 民 等 に 対 し 、 防災 訓練 な どの 情報 提供 を 行う と と も に 、 


を 呼び か 





け ま す 。 








に お いて 外国 人 県 





核 と な る 国際 交流 セン ター の 機能 の 充実 に 努め 
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E で お 互い の 文化 や 習慣 の 理解 を 促し ます 。 























民 等 を 講師 と し て 活用 する な ど 、 





貴 極 的 な 参加 











〇 地域 に お いて 開催 する 語学 教室 や 外国 人 県 民 等 と の 交流 機会 へ の 日 本 人 県 民 
の 参加 を 呼び か け ま す 。 











エ つなが り づ くり 

情報 提供 な ど に より 外国 人 県 民 等 の 地域 社会 活動 へ の 参加 を 促進 し ます 。 ま た 、 
外国 人 県 民 等 の 相互 扶助 に よる 自立 を 支援 する た め 、 国 籍 や 言語 を 同じ くす る 外国 
人 県 民 等 の ネッ トワ ー ク 形成 を 支援 し ます 。 




































































(取組 内 容 の 例 ) 

つ 外国 人 登録 等 の 機会 を 利用 し て 外国 人 県 民 等 に 自治 会 な どの 情報 を 提供 する 
と と も に 、 地 域 活動 へ の 参加 を 呼び か け ま す 。 

う 自治 会 長 な ど 、 地 域 に お ける 多 文化 共生 の キー パー ソン と し て の 役割 が 期待 さ 
れる 人 た ち に 、 多 文化 共生 へ の 理解 を 深め て いた だ く よ う 働き か け ま す 。 

〇 外国 人 県 民 等 の 相互 兵助 に よる 自立 を 支援 する た め 、 外 国人 県 民 等 の ネッ トワ 
ー ク 形成 を 支援 し ます 。 










































































外国 文化 紹介 事業 参加 者 数 


(平成 20 年 度 ) 2.083 人 ララ (平成 22 年 度 ) 2.200 人 人 っ ※[ (平成 26 年 度 ) 2,450 人 ] 


【[ 現状 ] いわ て 県 民 計画 [ 本 プラ ン 目 標 値 ] 
アク ショ ンプ ラン 目標 値 





























: 県 内 で 開催 され る 外国 文化 理解 に 関す る 事業 等 の 参加 者 に つい て 年 間 60 人 程度 の 増加 を 目指 し ます 。 本 E 
: 事業 に お いて 、 人 外国 文化 理解 と と も に 多 文 化 共 生 意 識 の 啓発 を 図り 、 多 文化 共生 の 地域 づく ぐり を 目指 す も の i 
Od 1 
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5 各 主 体 の 役割 ( 








県 民 が 一 体 と 























多 文化 共生 の 課題 は 、 さ ま ざ ま な 分 野 に 渡る 課題 で も や り 、 また 、 県 民 一 人 ひと り 





の 意識 づく り が 何より 重要 で す 。 

















多 文 化 共 生 社 会 の 実現 に 当たっ て は 、 県 民 や 自治 会 、 県 、 市 町 村 、 大 学 、 学 校 、 























国際 交流 協会 、 国 際 理 解 関係 団体 、 企 業 等 が 連携 し 、 協 力 し 合い 、 そ れ ぞ れ の 役割 























を 十分 に 果たし な が ら 、 地 域 全体 の 課題 と し て 取り 組ん で いく こと が 必要 で す 。 

この た め 、 県 は 、 多 文化 共生 推進 に 係る プラ ン を 策定 し 、 全 県 的 視野 か ら 広 域 的 
な 課題 へ の 対応 、 先導 的 な 取組 な ど を 推進 する と と も に 、 関係 者 それ ぞ れ が 期待 さ 
れる 役割 を 十分 に 担える よ 2 必要 な 支援 を 行い ます 。 




















0 














【 県 の 主 な 役割 の 例 】 




















施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





1 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 








日 本 語 教 室 開設 文 援 ・ 充 実 支援 
多 言語 等 情報 提供 ・ 提 供 支 援 ・ 活 用 支援 








・ 通訳 ボラ ンティア の 育成 支援 ・ 体 制 整備 支援 ・ 


情報 周知 











2 生活 支援 


・ 支援 者 等 へ の 情報 提供 
・ 外国 人 相談 事業 の 実施 ・ 充 実 


・ 必要 な 情報 ・ 制 度 の 周知 
・ 外国 人 留学 生 の 就職 支援 














市 町 村 で 共有 可能 な 情報 の 多 言 語 化 等 




















日 本 語 指導 者 を 指導 する 者 の 養成 








Re 





児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 文 援 
多 文 化 共生 の 視点 を 取り 入れ た 研修 ・ 学習 の 実 


施 




















3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 











・ 多 文化 共生 理解 の 啓発 ・ 促 進 
・ 国際 交流 セン ター 機能 の 充実 

















の ほか 、 各 主体 に 期待 され る 役割 は 、 次 の と お り で す 。 


① 市 町 村 








市 町 村 は 、 住民 に と っ て 最も 身近 な 自治 体 と し て 、 外 国人 県 民 等 に 対し て も 
0 ビス を 提供 する な どの 重要 な 役割 を 担っ て いる こと か ら 、 地 域 
実情 に 応じ 、 今 後 で きる だ け 早 期 に 多 文 化 共生 の 推進 に 係る 指針 等 を 人 策定 し 、 








oo 
取組 を 推進 し て いく こと が 


























情報 提供 ・ 盛 発 、 日 本 人 県 民 に 対す る 啓発 な どの 





期待 され ます 。 
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また 、 県 ・ 市 町 村 等 の 国際 交流 協会 、 国 際 理 解 関係 団体 、 学 校 、 地 元 企業 と 
の 連携 や 協 働 を 積極 的 に 図る と と も に 、 交 流 の 機会 の 増加 や 自治 会 等 の 地域 と 
外国 人 県 民 等 を つなぐ 役割 も 期待 され ます 。 



































【 市 町 村 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





1 コミ ュ ケ ーション の 支援 


日 本 語 教 室 開 催 ・ 充 実 ・ 情 報 周知 








・ 多 言語 等 情報 提供 ・ 提 供 支 援 ・ 活 用 支援 
・ 通訳 ボラ ンティア の 情報 収集 














2 生活 支援 


・ 必要 な 情報 ・ 制 度 の 周知 

・ 支援 者 等 へ の 情報 提供 

・ 外国 人 県 民 等 の 相談 の 実施 ・ 充 実 
・ 児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支援 



































3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 








・ 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
・ 多 文化 共生 理解 の 産 発 ・ 促 進 

・ 防災 訓練 等 の 情報 提供 と 参加 勧奨 

・ 市 民 講座 等 へ の 外国 人 県 民 等 の 参加 勧奨 と 講師 















































へ の 活用 











・ 交流 機会 の 提供 と 住民 の 参加 勧奨 

















自治 会 情報 の 提供 と 参加 勧奨 























・ 多 文化 共生 の キー パー ソン へ の 理解 の 促進 
・ 外国 人 県 民 等 ネッ トワ ー ク 形成 支援 




















② 県 国際 交流 協会 ・ 市 町 村 国 際 交 流 協会 

















県 国際 交流 協会 は 、 多 文化 共生 社会 の 実現 の 推進 に 当たっ て の 本 県 に お ける 
中 核 的 な 組織 と し て 、 県 や 市 町 村 国 際 交 流 協会 、 団 体 な ど と 連携 ・ 協 働 を 図る 











と と も に 、 専門 的 知識 や ノウ ハウ 、 機動 性 な ど を 生か し た 広域 的 な 取組 を 行う 


こと が 期待 され ます 。 
市 町 村 国 際 交 流 協会 は 、 県 














国際 交流 協会 、 市 町 村 、 国 際 理解 関係 団体 等 と 連 











携 ・ 協 働 し 、 地 域 の ニー ズ や 実態 を 踏ま えた 事業 の 推進 を 図る こと が 期待 さ 


れ ま す 。 
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【 県 国際 交流 協会 





・ 市 町 村 国 際 交 流 協会 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





1 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 


日 本 語 教 室 開催 ・ 充 実 ・ 支 援 





・ 多 言語 等 情報 提供 ・ 提 供 文 援 ・ 活 用 支援 
・ 通訳 ボラ ンティア の 育成 ・ 登 録 ・ 体 制 整 備 ・ 情 





報 周知 








2 生活 支援 





・ 必要 な 情報 ・ 制 度 の 周知 
・ 外国 人 県 民 等 の 相談 の 実施 ・ 充 実 
・ 児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支 援 















































3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 




















・ 多 文 化 共生 理解 の 啓発 ・ 促 進 

・ 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
・ 交流 機会 の 提供 と 住民 の 参加 勧奨 

・ 外国 人 県 民 等 ネッ トワ ー ク 形成 支援 












































③ 国際 理解 関係 団体 























地域 に お いて 自主 的 な 活動 を 行っ て いる 国際 理解 関係 団体 は 、 多 文化 共生 の 
地域 づく り の 中 心 的 な 担い 手 と な る こと が 期待 され ます 。 
それ ぞ れ の 団体 の 持つ ノウ ハウ 、 情 報 、 人 材 な ど を 生か し な が ら 、 市 町 村 、 


























国際 交流 協会 等 と 連携 ・ 協 力 し 、 地域 の ニー ズ を 的 確 に 把握 し た 多様 な 活動 を 


展開 し て いく こと が 期待 され ます 。 























【 国 際 理 解 関係 団体 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





1 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 


日 本 語 教 室 開催 ・ 充 実 ・ 文 援 





・ 多 言語 等 情報 提供 支援 ・ 活 用 支援 
・ ボラ ンティア 等 へ の 協力 








2 生活 支援 








・ 多 言語 等 情報 活用 支援 

・ 必要 な 情報 ・ 制 度 の 周知 支援 
・ 外国 人 県 民 等 の 相談 へ の 支援 
・ 児童 ・ 生 徒 へ の 日 本 語学 習 支援 


























3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 








・ 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 
・ 多 文化 共生 理解 の 産 発 ・ 促 進 
・ 交流 機会 の 提供 と 住民 の 参加 勧奨 












































④ 企業 











企業 は 、 外 国人 県 民 等 の 雇用 等 に 当たっ て の 労働 関係 法令 等 の 遵守 は も と よ 











ーー 














り 、 雇 用 等 され た 外国 人 県 民 等 の 日 本 語学 習 へ の 配慮 や その 家族 の 生活 に 対す 




















る 支援 、 外 国人 県 民 等 へ の 下 
また 、 炎 害 時 に お いて 、 




















解 も 期待 され ます 。 
これ ら の 外国 人 県 民 等 が 孤立 し な いよ うに 対策 を 講 
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じ 


る 必要 が あり ます 。 
さら 








に 、 高 い 公共 性 を 有する 企業 に お いて は 、 利 用 者 に 


向け た 情報 の 多 言語 











化 の 推進 や 、 や さ し い 日 本 語 の 使用 に つい て の 配慮 も 期待 され ます 。 


【 企 業 に 期待 され る 主 な 役 





割 の 例 】 





施策 の 方 向 





コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 


・ 多 
科 

















主 な 役割 の 例 
言語 等 情報 提供 
業 員 で ある 外国 人 県 民 等 や その 家族 へ の 支 
援 





・ 従業 員 等 の ボラ ンティア 活動 へ の 協力 


















































2 生活 支援 ・ 労働 関係 法令 の 遵守 
・ 従業 員 で ある 外国 人 県 民 等 や その 家族 へ の 必 
要 な 情報 ・ 制 度 の 周知 、 災 害 時 の 配慮 
・ 外国 人 県 民 等 の 雇用 機会 の 創出 
3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 に つい て の 周知 


























従業 員 で ある 外国 人 県 民 等 へ の 地域 活動 等 へ 
の 参加 呼び か け 





⑤ 


盛 発 、 


大 学 


AN 教員 や 留学 生 に NO 

















こよ る 外国 人 県 民 等 で ある 児童 

















・ 生 徒 へ の 多 文化 共生 の 
の 日 本 語 指導 な ど 、 地 域 











Oi 


組 を 行う こと が 


実態 調査 ・ 


【 大 


また 、 











さら に 








学 に 期待 され る 主 な 役 


留学 生 の 就職 支援 に つい て は 、 関係 団体 な ど と 連携 し た 積極 的 な 取 
期待 され ます 。 

te ON 
研究 等 で 行政 等 を 支援 する 役 





こく こ 育成 し て いく と と も に 
割 も 期待 され ます 。 





割 の 例 】 





施策 の 方 向 


主 な 役割 の 例 





さき グー ショ ン の 支 楼 


日 本 語 教室 開催 や 充実 へ の 協力 
多 言 語 等 情報 提供 支援 ・ 活 用 支援 








・ ボラ ンティア 等 へ の 協力 











生活 支援 











・ 外国 人 留学 生 の 就職 支援 
・ 留学 生 へ の 必要 な 情報 ・ 制 度 の 周知 、 














災害 ! 








の 配慮 





・ 先 曹 ・ TN 
・ 学習 教材 開発 等 多 文化 共生 





に 関す る 研究 ・ 助 言 
点 を 取り 入れ た 研修 ・ 学 習 




















多 文 化 共生 等 の 視 
へ の 協力 
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3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 





留学 生 へ の 地域 や 生活 に 
いて の 周知 
多 文 化 共生 


























理解 の 啓発 


・ 促 進 へ の 協力 


に 関す る ルー ル 等 に つ 








⑥ 学校 








学校 (小学 校 ・ 中 学校 ・ 高 等 学校 ) は 、 外 国人 県 











籍 する 場合 の 日 本 語学 習 指 
PTA な ども 含め た 意識 づく りな どの 役割 が 








また 、 
共生 の 観点 を 取り 入れ た 学 
こと が 期待 され ます 。 




















【 学 校 に 期待 され る 主 な 役 


導 を は じ め 、 





























割 の 例 】 


民 等 
多 文化 共生 の 観点 を 取り 入れ た 学習 や 
期待 され ます 。 

外国 人 県 民 等 で ある 児童 ・ 生 徒 が 在籍 しない 場合 で あっ て も 
習 な ど で 、 多 文化 共生 の 意 





で ある 児童 ・ 生 徒 が 在 








、 多 文化 











t 識 づく り に 寄与 し て いく 





施策 の 方 向 




































































主 な 役割 の 例 
1 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 | ・ PTA 等 を 含め た や さ し い 日 本 語 等 に よる 情 
2 生活 支援 高校 進学 に 係る 情報 提供 
・ 児童 ・ の 
生生 ーー 活用 に 関す る 助言 
多 文化 共生 等 の 視点 を 取り 入れ た 研修 ・ 学 習 
の 実施 
3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り 児童 ・ 生 徒 へ の 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 
に つい て の 助言 
交流 機会 へ の 参加 勧奨 











⑦ 県 民 ・ 自 治 会 
県 民 は 
こ ャ 本 も に ーー と し て の 意 
が 期待 され ます 。 














自治 会 等 は 、 地域 づく り に 
や すい 自治 会 等 の 活動 に 配慮 する と と も ( 








、 交 流 機会 へ の 参加 な ど に よる 相互 
識 づ くり 、 外 国人 県 民 等 の 























理解 や 、 


共 

















お ける 基礎 的 な 団体 で す 。 eG 








こ 、 外 国人 県 有 





























に 地域 を 支え て いく パ 


ON 














a 


























i 
【 県 民 ・ 自 治 会 等 に 期待 され る 主 な 役割 の 例 】 
施策 の 方 向 主 な 役割 の 例 
1 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 支援 | ・ ボラ ンティア 等 へ の 協力 
・ や さ し い 日 本 語 等 に よる 情報 提供 
多 言語 等 情報 活用 支援 
2 生活 支援 ・ 外国 人 県 民 等 へ の 協力 
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3 多 文 化 共 生 の 地域 づく り |・ 地域 や 生活 に 関す る ルー ル 等 の 周知 協力 

多 文化 共生 理解 の 啓発 事業 等 へ の 参加 

自治 会 情報 、 防 災 訓 練 情報 等 の 提供 と 参加 鶴 
敵 
外国 人 県 民 等 に 対す る 情報 提供 へ の 協力 
交流 機会 へ の 参加 

外国 人 県 民 等 ネッ トワ ー ク 形成 支援 





















































※  「 主 な 役割 の 例 」 は 、 各 主体 の 役割 を イメ ー ジ する た め の 例 示 で す 。 多 文化 共生 の 取組 は 、 地 域 
の 実情 に 応じ て 各 主 体 が 連携 ・ 協 力 し あい な が ら 進 め て いく 取組 で ある こと か ら 、 役 割 が 固定 さ 
れ な い 場 合 や 複数 の 主体 が 同じ 役割 を 担う 場合 が 考え られ ます 。 

また 、 例 えば ボラ ンティア 関係 等 、 複 数 の 施策 方 向 に 関わ る 役割 に つい て は 、 ま と め て 記載 し 
て いま す 。 
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資料 1 多 文化 共生 に つい て の 意識 調査 結果 の 概要 

















この 調査 結果 は 、 県 が 各種 アン ケー ト へ の ご 協力 を お 願い し て いる 銀河 系 いわ て モニ タ 
ー の 方 々 に 多 文化 共生 に 関す る アン ケー ト 調 査 に お 答え いた だ き 、 そ れ を 集計 し た 結果 の 
概要 で す 。 

















調査 地域 岩手 県 全域 
調査 対象 平 大 8 年 度 銀河 系 いわ て モニ ター 
村 本 数 298 名 























調査 設計 一 語 杏 方法 | 調査 紙 郵 送 法 
調査 時 期 | 平成 19 年 1 月 
調査 主体 | 岩手 県 (地域 振興 部 NPO・ 国 際 課 ) 
効 回 答 導 232 

| 有効 回 答 数 名 


有効 回 収 率 77. 85% 

















1 多 文化 共生 の 認知 














問 1 「 多 文化 共生 」 と いう こと ば を ご 存 知 で し た か 。 








【 回 答 者 数 232 人 】 | 
| ・ 「 知 っ て いる 」 十 「 聞 いた こと は ある 」 の 割合 と 、「 知 ら な い 」 の 割合 は 、 ほ ぼ 半 分 ずつ と な っ て い i 
: ・「 知 っ て いる 」 の 割合 は 、 全 体 の 20% 盟 に 留まっ て いま す 。 



































知っ て いる 
19% 
知ら な い 
53% 
聞い た こと は 
ある が 、 内 容 は 
わか ら な い 
28% 
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2 外国 人 住民 に つい て の 意識 








問 2 お 住ま い の 地域 に 外国 人 住民 が 増え て いる と 感じ て いま すか 。 








回 答 者 数 232 人 】 
| ・「 強 く 感じ て いる 」「 ど ちら か と 言え ば 感じ て いる 」 の 割合 と 、「 あ まり 感じ な い 」 二 「 全 く 感じ | 
| な い 」 の 割合 は 、 ほ ぼ 半 分 ずつ と な っ て いま す 。 | 
| ・ 地 域 別に みる と 、 特 に 奥州 地域 、 一 関 ・ 千 厩 地 域 に お いて 、「 強 く 感じ て いる 」 十 「 ど ちら か と 言 | 
| えば 感じ て いる 」 の 割合 が 高く な っ て いま す 。 | 


し | 



























































































































地域 別 状況 
二戸 53.8 46.2 
久慈 45.5 54.5 
宮古 26.3 [ FE 
釜石 30.8 69.2 
お ら な 強く 感じ て いる [ 
NE 10% 大 船渡 sO Po 
あま り 感じ な い ー 関 * 千 厩 59 WE 
35% [ 
奥州 69.2 30.8 
どちら か と 言え ば 「 
感じ て いる 北上 53.3 46:7 
39% L 
花巻 ・ 遠 野 50.0 500 
盛岡 41.4 58:6 


























0% 20% 40% 60% 80% 100% 














強く ・ ど ちら か と 言え ば 感じ て いる 口 感じ な い ・ わ か ら な い 















































問 3 外国 人 住民 が 増え る こと に つい て どの よう に 思い 














【 回 答 者 数 232 人 】 
・「 非 常に 良い こと だ と 思う 」 十 「 ど ちら か と 言え ば 良い こと だ と 思う 」 の 割合 は 、 全 体 の 70% 以 上 | 























| と な っ て いま す 。 


良く な いこ と だ と わか ら な い 非常 に 良い こと 
思う 9% だ と 思う 





0.4% 


どちら か と 言え ば 
良い こと だ と 思う 
60% 


あま り 良 いこ と だ 
と は 思わ な い 
19% 
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( 間 3 で 、 外 国人 住民 が 増え る こと に つい て 「 非 常に 良い こと だ と 思う 」「 ど ちら か と いえ ば 良い こと だ と 思う 」 
と 答え た 人 へ の 質問 ) 








ご 


間 3 一 2 地域 に 外国 人 住民 が 増え る こと で 、 ど ん な こと を 期待 し ます か 。(2 つま で ) 





、 








【 回 答 者 延べ 人 数 331 人 】 
| 「 外 国 の 生活 習慣 ・ 文 化 を 知る 」「 交 流 の 機会 増え る 」 の 回 答 が 多く な っ て お り 、 自 分 自身 に と っ 
| て 良い 影響 が ある と 考え て いる 人 が 多く な っ て いま す 。 “ 


小国 の 生活 和 尼 文化 を 知る 較 還 還 間 ド ーー ョ 


交流 の 機会 が 増え る 団 - 和 証人 人 



































国際 的 な 感覚 の 人 材 が 増え る 還 目 上 上 記 記 詞 三才 「 
日 本 の 文化 が 外国 人 に 広まる 還 還 目 記 ニ 
外国 語 に 触れ る 機会 が 増え る 2! 























地域 経済 が 発展 する (| 16 
その 他 還 還 5 
0 20 40 60 80 100 


(人 ) 
































( 問 3 で 、 外 国人 住民 が 増え る こと に つい て 「 あ まり 良い こと だ と は 思わ な い 」「 良 く な いこ と だ と 思う 」 と 答え 
た 人 へ の 質問 ) 





間 3 一 8 どの よう な こと が 良く な いと お 考え で すか 。【E 
































【 回 答 者 延べ 人 数 48 人 】 
「 事 件 ・ 犯 罪 の 発生 、 治 安 の 悪化 」 の 割合 が 、 全 体 の 約 半数 と な っ て いま す 。 
(※ 類 似 回 答 を 取り まとめ た も の で す 。) 





























事件 ・ 犯 罪 の 発生 
外国 人 の イメ ー 、 
治安 悪化 の 懸念 
ジ 悪 い 13% ーー 48% 






還 ji その 他 の 意見 【 回 答 者 数 9 人 】 
1 i ・ 親 近 感 を 感じ な い 。 
| ・ 日 本 古来 の 伝統 文化 の 継承 が 薄れ る 。 
・ 日 本 国 で ある か ら 。 
・ 接 客 婦 が 多く な っ て いる の で 、 風俗 が 乱れ る 。 
・ 余 計 な 神経 を 使わ ざる を 得 な く な る 。 


生活 習慣 の 違い 
に 因 る トラ ブル 
10% 






































問 4 地域 に 暮らす 外国 人 住民 と の 付き 合い に つい て どの よう に 考え て いま すか 。 








【 回 答 者 数 232 人 】 
・「 付 き 合 いた い 」 の 割合 は 、 全 体 の 70% 近 く と な っ て いま す 。 
・「 付 き 合 いた く な い 」 十 「 あ まり 付き 合い た く な い 」 の 割合 は 、 全 体 の 約 16%% と な っ て いま す 。 

















わか ら な い 
NSR 16% 







あま り 付 き 合 い 
た く な い 


付き 合い た い 
12% 68% 


【 回 答 者 数 232 人 】 
| ・ 年 代 絢 に みる と 、 特 に 40 代 に お いて 「 付 き 合 いた い 」 の 割合 が 高く 、40 代 の 回 答 者 の 809% 以 上 と な | 
| っ て いま す 。 | 
| ・70 代 以上 に お いて 「 あ まり 付き 合い た く な い 」 十 「 付 き 合 いた く な い 」 の 割合 が 、70 代 以上 の 回 答 | 
| 者 の 半数 と な っ て いま す 。 | 



















































































年 代 別 状況 
100% 
14.3 0 15.4 10.9 14.9 
26 26.7 
80% 14.3 - 17.4 
11.1 20.9 
60% 23.3 
遇 加 7 a 71.7 
8 64.2 
20% 
0% 








20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 以上 














明 付 き 合 いた い 口 付 き 合 いた く な い 日 わか ら な い 
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( 問 4 で 、 外 国人 住民 と の 付き 合い に つい て 「 付 き 合い た い 」 と 答え た 人 へ の 質問 ) 














問 4 一 2 どん な こと を 通じ て 外国 人 住民 と 付き 合い た いと お 考え で すか 。(2 つま で 





【 回 答 者 延べ 人 数 307 人 】 

| 「 言 葉 や 文化 の 紹介 」「 お 祭り な どの 行事 」「 ス ポー ツ や 文化 活動 」 の 順に 回 答 数 が 高く な っ て お り 、 

| 外国 の 言葉 や 文化 に 触れ た いと 感じ て いる 人 、 集団 で の 活動 の 中 で 交流 し た いと 感じ て いる 人 が 多く 
うつ 


























ロ 還 の 言 泉 文 セ の 紀 か 症 四 語 = 王 王 ボ ぺ N ボ NN ぺぺ 
お 款 りな どの 地域 行 本 7 

スポ ー ツ や XEh EE < 
PP “5 
家族 どう し [| 25 


その 他 目 2 


























0 20 40 60 80 100 
(人 ) 























( 問 4 で 、 外国 人 住民 と の 付き 合い に つい て 「 あ まり 付き 合い た く な い 」「 付 き 合 いた く な い 」 と 答え た 人 へ の 質問 ) 


間 4 一 3 どの よう な こと で 付き 合い た く な いと お 考え で すか 。【 自 由 回 答 】 





【 回 答 者 延べ 人 数 36 人 】 | 
| 「 言 葉 ・ 文 化 ・ 習 慣 等 の 違い か ら 理 解 し あう の が 難し い 」 と いっ た 意見 が 全体 の 約 60%% と な っ て い | 
| ます 。 (※ 類 似 回 答 を 取り まとめ た も の ) | 
































その 他 
33% 
| その 他 の 意見 【 回 答 者 数 1 人 】 | 
= |※ ・ 近 くに 外国 人 が 居住 し て いな い の で 、 付 | 
犯 懸念 に Ey : 、 H 
8 の 千 い | き 合 い 方 が わか ら な い 。 | 
59% | ・ 素 性 が 分 か ら な い 。 お 嫁さん や 留学 生 で | 
: あれ ば 良い 。 i 


* こわ い 。 不安 。 : 
・ 同 文化 共生 すら まま な ら な い 。 | 
・ 接 客 婦 が 多く な っ て いる の で 、 風俗 が 乱 | 
れる 。 | 
・ 特 に 外国 人 だ か ら 付 き 合い た いか 否 か と 
いう 設問 自体 お か し い 。 | 
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3 多 文化 共生 の た め に 外国 人 に 必要 な 支援 














問 5 外国 人 住民 が 地域 で 安心 し て 暮らす た め に 必要 な 支援 は 何だ と 思い ます か 。(3 つま で) 








【 回 答 者 延べ 人 数 669 人 】 | 
| 「 行 政 サ ービス 等 の 多 言 語 に よる 情報 提供 」「 日 本 語 な ど に 関す る 学習 機会 の 提供 」「 生 活 相 談 窓口 の | 
| 設置 」 の 順に 、 回 答 数 が 高く な っ て お り 、 日 常 生活 に 密着 し た 支援 が 特に 必要 と 考え て いる 人 が 多く | 
| な っ て いま す 。 


行政 サー ビス 等 の 多 言語 に よる 情報 提供 還 還 証 =ー 王 王 6 
日 本 語 な ど に 関す る 学習 機会 の 提供 | 計 計 二 ミ = 4 
生活 相談 窓口 設置 mm 124 
自治 会 ・ 町 内 会 等 へ の 加入 促進 還 還 還 還 壮 半 寺 硬 " 
病院 や 福祉 施設 等 の 多 言 語 に よる 情報 提供 R 庄 庄 計 計 計 甘 | 61 
外国 人 へ の 就業 支援 還 還 = 語 議 9 
炎 害 時 の 多 言 語 に よる 情報 伝達 や 選 難 誘導 還 還 語 記 5 
その 他 園 5 
わか ら な い 目 3 


0 50 100 150 200 
(人 ) 
























































4 多 文 化 共 生 の た め に 日 本 人 に 必要 な こと 

















問 6 多 文 化 共生 を 進め る た め に 必要 な こと は 何だ と 思い ます か 。(3 つま で ) 








【 回 答 者 延べ 人 数 641 人 ]】 
| 「 外 国人 住民 の 文化 を 理解 」「 多 文化 共生 の 考え 方 を 理解 」「 行 事 へ の 参加 呼び か け 」 の 順に 回 答 数 が 
| 高く な っ て お り 、 理 解 を 深め る こと に 加え て 、 地 域 に 溶け 込む た め の 活動 が 特に 必要 と 考え て いる 人 | 
| が 多く な っ て いま す 。 | 
外国 人 住民 の 文化 を 理解 mmm 1 46 
「 多 文化 共生 」 の 考え 方 を 理解 語 計 計 ーー 128 
地域 の 行事 等 へ の 参加 を 呼び ば か ける 語 計 計 計 == 108 
外国 人 住民 の 母国 語 の 箇 単 な 知識 = 0 
外国 人 と の 付き 合い 方 な ど を 知る 時 = 84 
支援 団体 、NPO 等 の 情報 を 知る 還 還 還 語 語 語 !39 
外国 人 と の 付き 合い 方 な ど を 知る = 36 
その 他 画 6 



































わか ら な い 周 3 




















0 40 80 120 160 
(人 ) 
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5 多 文 化 共 生 の た め に 行政 が 推進 すべ きこ と 

















問 7 「 多 文化 共生 の 地域 づく り 」 の た め に 、 行 政 が 推進 すべ きこ と は 何だ と 思い ま 


うま で ) 





【 回 答 者 延べ 人 数 644 人 】 | 
| 「 環 境 づ くり 」「 在 住 外国 人 の 実態 把握 」「 啓 発 」 の 順に 回 答 数 が 高く な っ て お り 、 具 体 的 な 施策 より | 
| 環境 整備 や 施策 を 進め る 上 で の 調査 が 特に 必要 と 考え て いる 人 が 多く な っ て いま す 。 | 




















ESS EEE ERE OE EN CREE ES EIS EEE ES CG EGE CII AE OEE EN EIS GE ESS EIRENE ES CA EEE EEE AE EIEN NAS HS EIS TEES EES EDI EKER RS tst 


交流 を 行う 多 文化 交流 の 環境 づく り mmm”™ 135 
在住 外国 人 の 実態 把握 中 語 語 コー 2 
「 多 文化 共生 」 に つい て の 飼主 生生 9 
日 本 語 教 室 の 充実 や 生活 支援 語 証 === 三 = 
子育て 支援 、 就 労 情報 の 提供 還 還 還 還 上 記 = 三 三 王 
学校 で の 外国 人 受入 体制 の 実施 還 還 証 = 才 / 
担当 組織 の 設置 や 庁 内 関 課 の 意見 交換 還 還 lil B8 
その 他 一 5 
わか ら な い 軒 3 


0 40 80 120 160 
(人 ) 
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資料 2 岩手 県 に 在住 する 外国 人 の 課題 調査 結果 の 概要 









































この 調査 結果 は 、 県 内 で 暮らす 在住 外国 人 に 、 県 内 で 暮らす 中 で 抱え る 課題 、 問 題 点 な 
ど に つい て の アン ケー ト 調 査 に お 答え いた だ き 、 そ れ を 集計 し た 結果 の 概要 で す 。 
調査 地域 岩手 県 全域 
調査 対象 岩手 県 内 に 在住 する 外国 人 (帰化 し た 方 を 含む 。) 但し 、 旅 
3 行者 な ど 短 期 滞在 者 を 除く 。 
調査 票 配布 数 2, 210 部 


市 町 村 や 市 町 村 国 際 交 流 協 会 、 児 童 民 生 委員 、 地 域 自治 会 、 
調査 方 法 保健 師 、 大 学 、 企 業 、 日 本 語 教 室 な どの 協力 を 得 て 、 在 住 









































調査 設計 外国 人 に 調査 票 を 配布 。 無 記名 で 郵送 に より 回 収 。 
在住 外国 人 登録 者 数 の 多い 上 位 5 言語 (中 国語 、 韓 国 ・ 朝 
調査 票 言語 鮮 語 、 フ ィ リ ピノ 語 、 ポ ルト ガル 語 、 英 語 ) と ルビ を 付 し 


た 日 本 語 の 6 言語 
調査 時期 平 店 9 年 11 月 平成 19 年 12 月 
調査 主体 財団 法人 岩手 県 国際 交流 協会 


調査 票 設計 及び a gE a 
RM 公立 学校 法人 岩手 県 立 大 学 































































集計 ・ 分 析 
有効 回 収 数 523 名 
回 収 結果 ー 一 
有効 回 収 率 23. 7% 
1 性 別 2 年 齢 
1 性 別 (N=523) % 2 年 齢 (N=523) 9% 
50 歳 以上 19 歳 以下 2.1 
40~49 歳 2.1 
10.1 
男 13.4 
女 :86.6 
3 国生 4 在留 資格 
3 国籍 (N=523) % 4 在留 資格 (N=523) % 
米国 4.2 その 他 7.1 帰化 1.7 その 他 6.9 
ブラ ジル 2.1 定住 者 2.9 
特定 活動 7.3 
フィ リピ ン 
2 永住 者 8.6 


韓国 又 は 
朝鮮 6.7 





中 国 71.7 





日 本 人 の 配偶 
者 な ど 17.6 
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5 在住 期間 6 配偶 者 の 有無 
5 在住 期間 (N=523) % 6 配偶 者 の 有無 (N=522) % 
離婚 又は 無 回 答 1.3 














死別 1 








※「 い る 」 に は 本 国 に 配偶 者 が いる ケー ス も 含む 。 


7 どの くら い 日 本 語 が で きる か (あて は まる も の 全て に の 〇 ) 

















7 どの くら い 日 本 語 が で きる か (あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=523) 


% 









































0 10 20 30 40 50 60 70 80 
普段 の 会 話 で 受け 答え で きる = 71.9 
テレ ビ が 楽し め る ME 30.6 
電話 で の 対応 が で きる = 29.1 
街中 の 漢字 が 読め る I 2 1.6 
病院 や 役所 で 必要 な こと が 伝え られ る 時 計 計 計 計 半 新 | 1 】 4 
学校 の お 知ら せ や 、 市 町 村 の 広報 誌 が 読め る mm | / 
病院 の 問診 表 が 書け る | 6. | 
学校 の お 知ら せ の 返事 や 、 役所 の 届出 な ど が 書け る a 12.6 
その 他 Nm 1 7|2 
8 一 1 日 本 語 を 使う うえ で 困る こと が ある か 8 一 2 どの よう な こと で 困る か 
(あて は まる も の 全て に O 〇 ) 
8-1 日 本 語 を 使う うえ で 困る こと が ある か 8-2 どの よう な こと で 困る か 
(N=523) % (あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=414) 
% 
0 10 20 30 40 50 60 70 






































※ 8-1 で 「 大 い に あ る 」 
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「 時 々 ある 」 と 回 答 し た 者 へ の 設問 























9 一 1 日 本 語 を 学習 し て いる か 


9 一 2 日 本 語 を 学習 し な い 理由 
(あて は まる も の 全て に O 〇 ) 




































































9-1 日 本 語 を 学習 し て いる か (N=523) % 9-2 日 本 語 を 学習 し な い 理 由 
(あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=141) 
% 
0 10 20 30 40 50 
し た こと が 無 回 答 3.8 仕事 が 忙し く て 学習 する 時 間 が な い mm 
な い 6.7 近 (に 教え 人 や 日 本 教 ま が ね い mm 3 1.9 
や 育 旧 に が か か り 肝 間 が な い ms 28.4 
仕事 な ど | に 疲れ て 学習 する 気持 に な ら な い wiaul25l5 
si 21.3 
ンー 教え て くれ る 人 や 日本 才 まし 者 人 が 合わ がい imma 13.5 
日 本 教室 に 通う 交通 手 和 が な い 還 還 m 12.8 
家族 や 職場 に 日 本 語 手 習 へ 理解 が な いか ら 折 2.1 
th mm 12.8 
※ 9-1 で 「 以 前 は し て いた 」「 し た こと が な い 」 と 回 答 し た 
者 へ の 設問 
10 一 1 住ま い を 探す と き に 困っ た こと 10 一 2 現在 の 住ま い に 住 ん で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に O 〇 ) (あて は まる も の 全て に OO 〇 ) 
10-1 住ま い を 探す と き に 困 つ た こと 10-2 現在 の 住ま い に 住ん で 困 つ た こと 
(あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=520) (あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=520) 
% % 
0 10 20 30 40 50 60 70 0 50 100 
っ た こと は な か っ た 中 59.0 柏田 っ た こと は な い 昌和 主 庄 衣 63.1 
目 條 で 払え る 家賃 の 住宅 を 探す の が 難し か っ た 較 5 地域 の 習慣 や ルール な どの 外国 語 で の 情報 が が い 暫時 9.6 
住宅 の 探し 方 や 手続 まがわ か 5 な か っ た 男 3.8 ご 近所 と の 付き 合い 方 が 分 か ら な い | 還 8.5 
但 人 # 見 2 け 6 こ と が 工 か うた 男 3.5 町 内 会 、 自治 会 な ど と どう 関わ っ て いい か 人 から な い 較 7.1 
外国 人 で ある こと を 理由 に 断ら れ た 男 2.7 沙 道 が 当 甘 し た こと 画 6.2 
前 屋 探 し t 引 越し 手続 と 0 外 還 0 穏 氷 い 吊 2.7 還 気 、 水道 な どの 契約 や 手続 まがわ か ら な か っ た 目 3.3 
仙人 交 0 内 傘 が わか 5 な か っ た 目 2.5 の HH し な と の ルー ル が 分 か 5 な い | 1.9 
て 0 他 Mmmm 14.4 その 他 9 












































11 一 1 子育て で 困っ た こと (乳幼児 ) 
(あて は まる も の 全て に O) 


11 一 2 子供 (4 歳 以上 ) の 教育 で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に O 〇 ) 








11-1 子育て で 困っ た こと (乳幼児 
(あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=515) 

% 

15 20 25 30 35 

313 


0 5 10 





子供 が いな い 

特に 困っ た こと が な い 

日 本 で 0 子育て 方 法 が わか ら な い 

内 手 で の 子育て に 関す る 外国 語 で の 情報 が な い 
病気 の 時 どう すれ ば いい か わか ら な い 

子育て に つい て 村 譜 する に 2 が な い 

催 流 に と が が わからない 

子育て 中 の 人 と 知り 全う 機会 が な い 

人 博 所 や 幼稚園 探し 方 や 手続 まがわ か 5 な い 
予防 接種 りこ と が わか ら な い 

棚 介 0 に と が わか 5 がい 

て 6 





mm ] (| 


























11-2 子供 (4 歳 以 上 ) の 教育 で 還っ た こと 
(あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=515) 9 


0 5 10 15 20 25 30 35 


sa (| 
14.8 





子供 が いな い 

特に 困っ た こと が な い 

日 本 0 学校 に つい て の 情報 が よく (わからない 
子供 0 進路 や 部 職 衝 を どう し て よい か わか ら な い 
涯 手 で の 教育 に 関す る 外国 語 で の 情報 が な がい 
先生 や PTA と の 付き 合い 訪 が わか ら な い 
学校 か ら の 案内 な ど が わか ら な い 

子供 が 母語 を 使う こと が で き な い 

人 学 、 転 人 な ど 手 続き が わか 5 な い 

子供 の 日 本 語 が 充分 で は な (授業 に つい て いけ な い 
外国 人 子供 へ OU じ め 上 0.8 

0 人 72.2 
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12 一 1 仕事 を し て いる か 


12 一 2 県 内 で 仕事 を する 上 で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に O 〇 ) 









































12-1 仕事 を し て いる か (N=520) % 12-2 県 内 で 仕事 を する 上 で 困 つ た こと 
(あて は まる も の 全て に の 〇 ) (N=377) 
0 10 20 30 40 50 60 70 
無 回 答 15.6 困っ た こと は な い ーー 9 
仕事 を し た こと 岩手 の 仕事 に 関す る 外国 語 で の 情報 が な い 司 計 9 
が な い 12.9 外国 人 で ある た め 求 人 に 応募 し て も 断ら れる 還 |7.4 
外国 人 で ある た め 賃 金 や 処遇 が 日 本 人 より 低い 画 本 7.2 
な い が 、 仕事 外国 人 で ある た め に 上 司 や 同僚 か ら 差別 され る 四 37 
を する こと が 決 求人 情報 や 雇用 契約 が 日 本 語 で わか ら な い 呈 3.2 
時 残 業 代 な ども ら え る べき 作 金 が 支払 われ な い 邊 2.7 
。 社保 、 尾 保 な ど に 加入 させ て くれ な い 邊 2」7 
現在 は し て い A = St 
RI 前 は 有給 休 な どの 権利 が ある の に 休み を も ら え な い m1.6 
し て いた 4.6 仕事 中 の ケガ な ど を 補償 し て くれ な い | 1.1 
その 他 wm 6.1 
※ 12-1 で 「 し て いる 」「 現 在 は 仕事 を し て いな い が 以 前 は し て いた 」 
「 現 在 は 仕事 を し て いな い が 仕 事 を する こと が 決ま っ て いる 」 と 正 



































し た 者 へ の 設問 


13 一 1 病気 や ケガ を し た と き に 困っ た こと や 不安 な こと (あて は まる も の 全て に O 〇 ) 








13 病気 や ケガ を し た と き に 困 つ た こと や 不安 な こ 


(あて は まる も の 全て に 〇 ) (N=519) 





困っ た こと や 不安 な こと は な い 
病状 を 伝え る こと や 医者 の 説明 が わか ら な い | 
外国 語 で 診療 を 受け られ る 病院 が わか ら な い | 

岩手 で の 医療 に 関す る 外国 語 で の 情報 が な い 
入院 や 健 診 の と き 説明 が わか ら な い | 

病院 や 薬局 の 手続 き の 方 法 が わか ら な い | 

国保 、 社 保 に 加入 し て いな い の で 医療 費 が 払え な い | 
その 他 











43.5 
































14 一 1 保健 サー ビス 利用 上 で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に の 〇 O) 


14 一 2 福祉 サー ビス 利用 上 で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に O) 








14-1 市 町 村 な どの 保健 サー ビス (定期 健康 診断 、 


予防 接種 な ど ) 利用 上 で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に の ) 


(N : の 〇 ③④⑤⑥⑦⑧= テ 520、②=519) 

0 20 40 
ーー 50 
16.6 
| 1.3 
9.4 
a /.9 


% 
60 





(① 団 っ た こと や 不安 な こと は な い 
(0 どの よう な サー ビス が ある か わか ら な かい 
言葉 が 通じ る か 記 配 
相談 する と ころ が わか ら な い 
⑤ 導 手 で の 保健 サー ビス に 関す る 外国 語 で の 情報 が な い 
(6 お 金 が か か る か わか ら な い 画 責 7.7 
@ 流 7 人 背 1.3 
の 0 他 画 3.7 























14-2 市 町 村 な どの 福祉 サー ビス (高齢 者 の 介護 ・ 
支援 、 子 供 へ の 支援 、 障 が い 者 へ の 支援 、 
生活 保護 な ど ) 利用 上 で 困っ た こと 
(あて は まる も の 全て に の 〇 ) 

(N : の る ③④③⑤⑦⑤=520、⑥⑤⑥=519) % 
0 20 40 
(]① 団 っ た こと や 不安 な こと は な い mm 3 |. | 
の どの よう な サー ビス が ある か わか ら な い mmm 1 9.2 
潤す る と に ころ が わか ら な い 語 還 計 6.7 
が 通じ 6 か DB 還 結 6.2 
(6 岩手 で の 本 祉 サー ビス に 関す る 外国 語 で 情報 が が い 請 計 5.4 
(の お金 が か か る か わか ら な い 請 計 5.2 
EK 才 1 0.6 
tN Emm 9.8 
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答 


15 一 1 災害 に 対す る 不安 を 感じ て いる か 15 一 2 災害 時 に 不安 な こと は 何 か 











(あて は まる も の 全て に 〇 ) 
15-1 災害 に 対す る 不安 を 感じ て いる か 15-2 災害 時 に 不安 な こと は 何 か 
(N=518) % (あて は まる も の 全て に 〇 ) 
(N : の ②③⑤=320、 ④⑥⑦⑧=319) % 
0 20 40 60 
無 回 答 8.7 (1 寺 困 人 時 に 借 え て 何 を し た 5 よい か わか 5 な し 還 還 = 所 4 1.9 


の ドド (ER 

G 炎 填 果 人 時 に 何 を し た 5 よい の か わか 5 な し mm 40 
0 寺 上 時 に 語 で 記し て くれ る 0 か 還 還 =.7 
人 十 " 四 急 時 日 本 語り 情報 が 理 角 で さかい 還 = 放 計 29.7 
災害 此 急 時 に 自身 の 所 在 の 確認 を し て くれ る の か = 放言 22.2 
(7 岩手 で の 災害 に 関す る 外国 語 で の 情報 が か い 計 放 6 
その他 画 3.8 
































※ 15-1 で 「 感 じ て い る 」 と 回 答 し た 者 へ の 設問 

















16 一 1 相談 し た こと が ある か 16 一 2 誰 に 相談 する か 
(あて は まる も の 全て に O 〇 ) 
16-1 相談 し た こと が ある か 16-2 誰 に 相談 する か 
(N=516) % (あて は まる も の 全て に 〇 ) 


(N : ①=323、②③④⑥⑦⑧⑨⑩= ニ 324、⑤=325) % 
0 20 。 40 60 80 


無 回 答 14.9 
① 家 族 、 親 戚 ンタ iss 84 


② 友 人 、 知人 mm | 5 】.4 


③ 職 場 の 同僚 、 上 司 m= 19.8 
④ 日 本 語 教室 存 4.9 


⑤ 学 校 や 病院 な ど 専 門 の 機関 慎 3.7 


⑥ 岩 手 県 国際 交流 協会 員 2.5 


⑧ 市 町 村 国 際 交 流 協 会 1.9 
今 は な い が 以 」 
te ⑨ 県 や 市 町 村 1.5 


は 相談 し た 」 
i ⑩ 母 国 の 大 使 館 、 令 事 館 | 0.9 
22.9 ⑦ そ の 他 目 25 




































※ 16-1 で 「 今 相談 し て いる 」「 今 は な い が 以 前 相談 し た こと が ある 」 と 
司 答 し た 者 へ の 設問 














16 一 3 公 的 機関 へ 相談 する 際 の 不安 (O は 3 つま で ) 
16-3 公 的 機関 へ 相談 する 際 の 不安 ( 〇 は 3 つま で ) (N=518) 


0 5 10 15 20 25 30 35 


特に 不安 は 感じ て いな し mm 29 
どの よう に 相談 し て いい か わか ら な いか ら 還 還 還 思 ll の! 
母語 の 相談 に 応じ て くれ な いか ら 還 還 iisilllll 和 a 7 
相談 する と ころ へ 行き 方 が わか ら な い 還 還 mm il 
相談 し て も 解決 で きそう に な いか ら 還 還 ill 8.3 
相談 し に くい 雰囲気 だ か ら 較 較 還 較 |46 
相談 する 時 間 が な いか ら 還 議 還 還 主 4.1 
お 金 が か か り そ う だ か ら 較 計 2. 
その 他 mm 5 
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資料 3 作成 経過 ・ 意 見 募集 結果 


1 作成 経過 
〇 平成 21 年 7 月 骨子 案 に つい て 、 各市 町 村 、 各国 際 交 流 協会 、 国際 関係 団体 
( 多 文 化 共生 関係 国際 理解 団体 、 大 学 等 ) か ら 意 見 聴取 


〇 平成 21 年 11 月 6 日 ( 金 ) か ら 12 月 7 日 (月 ) 
・ パ ブリ ッ ク ・ コ メン ト の 実施 
・ 地域 説明 会 等 の 実施 (県 内 9 箇所 で 実施 ) 
・ ( 財 ) 岩手 県 国際 交流 協会 と の 意見 交換 


2 意見 募集 結果 
岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン 策 定 に 当たっ て 実施 し た パブ リッ ク ・ コ メン ト に 寄せ ら 
れ た 意見 の 件 数 等 に つい て は 下記 の と お り で あり 、 そ の 内 容 を プラ ン 策 定 の 参考 と し た 。 


1) 地域 説明 会 等 参加 者 














区 分 参加 者 数 
地域 説明 会 等 参加 者 数 99 人 
(うち 在住 外国 人 ) (13 人 ) 








(2) 寄せ られ た 意見 





プラ ン 該 当 箇所 
1. 岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン 策 定 の 目的 
2. 岩手 県 に お ける 多 文 化 共生 の 現状 と 課題 等 (1 )(2) 
2. 岩手 県 に お ける 多 文化 共生 の 現状 と 課題 等 (3) 
3 
3 











. 多 文 化 共 生 に 向け て の 主 な 施策 方 向 (1) 
多 文 化 共 生 に 向け て の 主 な 施策 方 向 (2 ) 














計 


※ プラ ン 該 当 箇 所 は 、 パ ブリ ッ ク ・ コ メン ト に 付 し た プラ ン 案 の 項目 で ある 。 
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担当 課 


E 流 協会 (H22.4.1 現 在 ) 


国際 交流 協会 名 





市 民 部 男女 参画 国際 課 


019-626-7524 
019-626-4153 


( 財 ) 盛 岡 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 





総務 企画 部 企画 課 


0193-68-9064 
0193-63-9114 


新 里 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 








大 船渡 市 


企画 政策 部 活力 推進 


0192-27-3111 
0192-26-4477 


大 船渡 市 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 











市 


政策 推進 部 企画 調整 
国際 交流 室 


0198-22-7390 
0198-22-7399 


( 財 ) 花 巻 国際 交流 協 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 








企画 部 総務 課 


0197-64-2111(3211) 
0197-63-7023 


北上 市 国際 交流 ルー 


0197-63-4497 
0197-63-4497 





総務 企画 部 総務 課 


0194-52-2112 
0194-52-3653 


久慈 市 国際 交流 協議 


市 担当 課 と 同じ 





市 担当 課 と 同じ 





野市 民 セ ンタ ー 社会 教育 課 


0198-62-4413(277) 
0198-62-3302 


( 財 ) 遠 野 国際 交流 協 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 











遠 
企画 振興 部 協 働 推進 課 


0191-21-2111(8674) 
0191-21-5202 


ー 関 国際 交流 協会 


0191-31-1351 
0191-31-1351 





花 の まち 国際 交流 協会 


0191-82-2445 
0191-36-1027 





千厩 町 国際 友好 協会 


0191-52-5586 
0191-52-5586 





東山 国際 交流 協会 


0191-47-4544 
0191-47-2118 





むろ ね 国際 交流 クラ ブ 


0191-64-2347 
0191-64-3044 





川崎 21 世 紀 国 際 交 流 ク ラブ 


0191-43-2253 
0191-43-2253 





生涯 学習 課 


0192-54-2111(422) 
0192-54-4411 


陸前 高田 市 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 








総務 課 国際 交流 室 


0193-22-2111(107) 
0193-22-2686 


釜石 市 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 











市 民 協 働 部 地域 づく り 推進 課 


0195-23-3111 
0195-23-6185 


二戸 市 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 








企画 総務 部 地域 振興 課 


0195-76-2111 
0195-75-0469 


八幡 平 市 国際 交流 協会 


市 担当 課 と 同じ 
市 担当 課 と 同じ 





総合 政策 部 まち づく り 推進 課 


0197-24-2111(314) 
0197-23-5240 


0197-22-6111 
0197-22-3802 





奥州 市 国際 交流 協会 
会 


水沢 国際 交流 協会 


0197-22-6111 
0197-22-3802 





江刺 国際 交流 協会 


0197-35-7823 
0197-35-7823 





胆沢 国際 交流 協会 


0197-46-2111 
0197-46-4455 





社会 教育 課 


019-692-2111(284) 
019-692-1311 


宇 石町 国際 交流 協会 


町 担当 課 と 同じ 
町 担当 課 と 同じ 








0195-66-2111(225) 
0195-66-2101 


くず まき 高原 国際 交流 推進 協議 会 


0195-66-3111 
0195-66-3112 





社会 教育 係 


0195-62-2111(343) 
0195-62-2032 


特定 非 営利 活動 法人 
岩手 町 国際 交流 協会 


0195-62-4262 
0195-62-4262 








生涯 学習 課 


019-684-2111(624) 
019-684-4990 





総務 課 総務 文書 室 





019-672-2111(3123) 
019-672-2311 


紫波 町 国際 交流 協会 





019-611-2702 
019-697-3700 


矢巾 町 国際 交流 協会 


町 担当 課 と 同じ 
町 担当 課 と 同じ 











生涯 学習 課 


0197-82-2045 
0197-82-2883 


西 和賀 町 国際 交流 協会 


0197-85-2111 
0197-81-2111 





0197-44-3123 
0197-44-3125 


金ヶ崎 町 国際 交流 協会 


0197-44-2099 
0197-44-2099 





0191-46-5578 
0191-46-3080 


平泉 国際 交流 協会 


0191-46-2111 
0191-46-3080 





員 会 生涯 学習 文化 課 


0191-63-5515 
0191-63-5517 


藤沢 町 国際 交流 協会 


町 担当 課 と 同じ 
町 担当 課 と 同じ 





町 づく り 推進 課 


0192-46-2114(224) 
0192-46-3515 





0193-42-8716 
0193-42-3855 


町 担当 課 と 同じ 
町 担当 課 と 同じ 





0193-82-3111(332) 
0193-82-3444 


特定 非 営 利 活動 法 
山田 町 国際 交流 協会 


0193-82-3651 
0193-82-4099 








0194-22-2111 
0194-22-4545 





岩泉 町 国際 交流 協会 


0194-22-4860 
0194-22-3321 





0194-34-2111 
0194-34-2632 





0194-35-2111 
0194-35-3017 





0195-46-2111 
0195-46-2335 





0194-78-2928 
0194-78-3995 





地域 振興 班 


0195-42-2111(171) 
0195-41-1005 


九戸 村 国 際 交 流 協 


0195-42-2111(304) 
0195-41-1010 





生涯 学習 課 


0194-65-5411 
0194-69-1100 


洋 野 町 国際 交流 協 


0178-88-1810 
0178-88-1810 











0195-33-2111(206) 
0195-33-3770 








一 戸町 国際 交流 協 





0195-33-2111(512) 
0195-32-2001 














岩手 県 多 文化 共生 推進 プラ ン 
ー わ か り 合 い 、 高 め 合い 、 


と も に 築く 共生 の 国 い わ て 一 


平成 2 年 2 月 
岩手 県 地域 振興 部 








